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福祉施設の皆さんの作品等を展示販売。作品の温もり が手から手へ伝わります（福祉バザーで）

■五香駅西口から徒歩13 分

・ 八柱駅 一新八柱駅から新京成バス「牧の原団地」行き（1時間に

5～6本程度、12/3R ・5（日）は一部ノンステップ バスを運行）で「牧

の原団地」下車徒歩3分。（常盤平駅からのバスは1時間に3本程度）

※運行時刻等についてはお問い合わせく ださい。

固新京成電鉄松戸営業所昔38ワー0388

また、作り手の特技を生かして作ったものが､どの＜

らい社会に受け入れられるか、お客さまの反応を直接受

けられるので、より良いものを作るうという励みになり

ます。1度目は福祉に協力しようと買っていただいた人

が、2度目には品質の良さで買い求めていただけるよう

な作品作りをしていきたいと思います。

人 口 と 世 帯　11 月1日現在
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５

日

㈲

午

前
1
0
時

～
1
1
1
1

一

時
3
0
分

講
師
…
社
会
福
祉
法
人
「
愛
光
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司
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介
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ザ
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全国的に有名

■
参
加
・
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ

1
2月
９
日
は
、「
障
害
者
の
日
」
で
す
。
こ
の
日
は
、
一
九
七
五
年

（
昭
和
5
0年
）
に
国
際
連
合
で
「
障
害
者
の
権
利
宣
言
」
を
採
択
し

た
日
で
、
1
2月
９
日
以
前
の
一
週
間
を
障
害
者
週
間
と
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
週
間
は
、
国
民
が
広
く
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
理
解
と

関
心
を
深
め
、
ま
た
障
害
者
が
積
極
的
に
社
会
に
参
加
す
る
意
欲
を

高
め
る
た
め
の
運
動
期
間
で
す
。

市
で
は
、
期
間
中
の
1
2月
３
日
か
ら
５
日
の
間
、
各
種
の
催
し
を

行
い
ま
す
。
参
加
は
自
由
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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紙
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・
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芸
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Ｈ
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３
時

内
容
…
障
害
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
等
に
よ
る
琴
・
腹
話
術
・
人

形
劇
・
手
品
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
社
交

ダ
ン
ス
の
発
表

視

覚

障
害

の
状
態

を
体

験
）

・

創
作

体

験
（
さ
お
雁
才織
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広
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図
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（
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お
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ち
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無
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ネギは市内で最も多く生産される野菜です。全出荷量は

9,570 ( 平成9年産青果物統計）。粗生産額29億7,200万円

は全国市町村の中で第3位（平成9年生産農業所得統計）

です。松戸の特産品「矢切ネギ」は全国的に有名で，高級

料亭などでも広く使われています。

ぜひ一度ご賞味ください。

申込期限12 月17日銜　引き渡し・発送12 月６日㈲～24 日㈹

価格

(送料別)
申し 込み先

ふるさと

便・矢切

ネギ

泥ネギ葉

つきﾜkg

2,000円

松戸市農協経済

センター

55341- 引51 ま

たは同農協吝支

店へ（土・日曜

日､ 祝日を除く）

土寄せをする野間さん家族

代々伝えるねぎ作り( 下矢切)

「矢切ネギ」を販売

障
害
者
週
間
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

障
害
者
福
祉
の
理
解
と
社
会
参
加
を
一
層
高
め
る
た
め
に

寒くなるとおいし

く なる ネ ギ。 今年 は

瓏か い 天 候が 続き 収

穫は 遅 めで す 。し か

し 、「 矢 切 ネ ギ」の 特

徴で ある 白 身 が長く

光 沢 があ り 、味の よ

い ネ ギ が出 来上 が り

まし た。

地元の特産品でありながら市内で販売されることが

少ないので、「ふるさと便」をぜひご利用＜ださい。

また､年末の贈答用としても好評をいただいています。

「矢切ネギ」を作っている野間さんは「緑のところ

が白＜粉をふいたものや、すじの細かいものがおいし

いですよ」とネギの見分け方を教えてくれました。

人口

男

女

世帯

平成11年度上半期審議会等の

会議公開の運用状況　　　　　②

第51回人権週間事業を開催　 ③

要介護認定申請受付状況　　 ④

住民監査請求の結果　　　　 ⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

主な内容

11/25

今回で6回目になる福祉バザーは、

市内の福祉施設等15団体(更生・授産

施設､ 福祉作業所) が行っています。

施設によって目的は多少異なりま

すが、作品の販路を確保し対価を得

て、社会との接点を強めることを期

待しています。

福祉バザーは15団体が協力して行います

ふれあい22 案内図

松戸特産品
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審
議
会
等
の
会
議
公
開
の
運
用
状
況

市

で
は
、「
ク
リ

ス
タ
ル
な
市
政
」

の
実
現

を
推

進
す

る
た

め
、
平

成

1
1
1
1

年
１

月
か

ら
審

議
会
等

の
会

議

を
原

則
と
し

て
公

開
す

る

「
審

議

会

等

の
会
議

の
公

開
に

関
す

る
指

針
」

を
施

行
し
、
市

民

の
皆

さ
ん

が
会

議
を
傍

聴
で

き

る
よ
う

に
し

て

い
ま
す

。

会
議
公
開
制
度
の
実
施
状
況

今
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
審

議
会
等
の
会
議
公
開
の
運
用
状
況

は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

審
議
会
等
の
会
議
は
、
そ
の
審

議
内
容
が
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
係
る
事
項
を
取
り
扱
弓
場
合
な

ど
は
非
公
開
と
す
る
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
市
の
施
策
計
画
に
関
す

る
会
議
な
ど
は
公
開
と
な
っ
て
い

ま
す
。

会
議
公
開
制
度
を
ご
利
用
ぐ
だ

さ
い
。審議会を傍聴しました

傍
聴
の
手
続
き
等

（
平

成

１１

年

度

上

半

期

）

公

開
す

る
審

議
会
等

の
会

議

の

開
催

予
定

、
傍

聴
手

続
き

の
方
法

に

つ

い
て

は
、

広
報
ま

つ

ど

・
市

の
イ

ン

タ
ー
ネ

ッ
ト

ホ

ー
ム

ペ
ー・

ジ

、
各
支

所
で

お
知

ら
せ
し

て

い

ま

す
。
ま

た
、
行

政

資
料

セ
ン

タ

ー
（
市

役
所

別
館

一

階
）
で

は
、
非

公

開
の

も
の
を

含

め
た
す

べ
て

の

会

議
に

つ

い
て

、
開

催
予

定
、
会

議

の
開

催
結
果

等

の
情
報

を
提

供

し

て

い
ま
す

。

な
お

、
行

政
資
料

セ

ン
タ

ー
で

は
一
部

の
審

議
会
等

の
会

議
録

も

備
え

、

ど
な

た
で

も
閲
覧

で

き
ま

す

の
で

、
ぜ
ひ

ご
利
用

く
だ

さ

い
。

鬩

総

務
課
情

報
公

開
係

昔
3
6
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・
７

「男女共同参画推進協議会」

と「高齢者保健福祉計画および

介護保険事業計画策定委員会」

を傍聴しました。電話で簡単に

申し込みができ、会場には5 、

6人の傍聴者がいました。

会議の資料が配布され、地域

の新しい情報や意見を直接見た

渡辺 則子さん

(岩 瀬在 住)

審議会等の会議の公開・非公開の決定状況

(平成11年9月末現在)

審議会等の会議公開の実施状況

(平成11年4月～9月分)

開催回数

公開・非公開の内訳

公開 一部公開 非公開
その他

(末決定等)

68 回 32 回 4回 22 回 10回

徳川昭武写真コンテスト入賞作品が決定

｢いつまでも残したい我がまちの風景｣

徳川昭武写真コンテストにご応募いただ

き､ありがとうございました。

応募総数192 点の中から厳正な審査の結

果、入賞作品は次のとおリ決まりました。

徳川昭武大賞

「秋桜好日」丸山祐作氏（新作在住）

優秀賞

「次は誰の番？」神倉富美子氏（岩瀬在住）

「ふる里」山下惠盛氏（幸谷在住）

入選…30 点

※入選作品の発表は、写真展をもってかえ

させていただきます。

徳川昭武大賞「秋桜好日」

丸山祐作氏

リ聞いたりすることで、報告書とは違う会場の雰

囲気を味わうことができました。

私の場合、「まつど女性会議」の会員なので、日

ごろから関心のあるテーマを選んで傍聴しました。

なかなか傍聴に足を運ぶことは難しいでしょうが、

皆さんも機会を見つけて出かけてみるといいと思

います。

入選作品写真展 を開催

日時…11 月26 日銜～12 月９日㈲

会場…松戸駅東西連絡通路市民ギャラリー

熨商工観光課観光係a366-｢ｱ32ﾜ
優秀賞「ふる里」

山下恵盛氏

優秀賞「次は誰の番？」

神倉富美子氏

あ
な
た
の
健
康
2
6
3

唇
の
か
ぶ
れ

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
唇
の
乾
燥

が
気
に
な
る
季
節
で
す
。
美
し
い

口
元
を
保
つ
た
め
に
唇

の
か
ぶ
れ

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

唇
の
特
徴

唇
は
ま
わ
り
の
皮
膚
と
よ
く
似

た
構
造
を
持
っ
て

い
ま
す
が
、
毛

が
生
え
て

い
な
い
た
め
、
毛
穴
に

あ
る
皮
脂
腺
が
な
く
、
ま
た
唇
に

は
汗
を
分
泌
す
る
汗
腺
も
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
皮
膚
と
比
べ

て
表
面

の
保
護
膜

が
で
き
に
く

く
、
乾
燥
し
や
す
く
、
食
べ
物
や

さ
ま
ざ
ま
な
物
質
の
接
触
に
よ
る

刺
激
も
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

も
う
一
つ
唇
と
皮
膚
の
違
弓
点

は
、
唇
に
は
角
質
層
が
ほ
と
ん
ど

な
い
た
め
刺
激
に
対
す
る
抵
抗
力

が
弱
く
、
さ
ら
に
、
唇
に
は
メ
ラ

ニ
ン
色
素

が
き
わ
め
て
少
な
く
、

紫
外
線
の
影
響
を
受
け
や
す
い
と

い
う
弱
点
も
あ
り
ま
す
。

か
ぶ
れ
の
原
因
は

唇
も
皮
膚
と
同
様
に
か
ぶ
れ
を

起
こ
し
、
唇
の
荒
れ
に
つ
な
が
り

ま
す
。

原
因
と
し
て
口
紅
、
リ
ッ
プ
ク

リ
ー
ム
、
そ
の
他
の
化
粧
品
、
歯

磨
き
、
入
れ
歯
の
金
属
、
う
が
い

薬
、

タ
バ
コ

な
ど
が
考
え
ら
れ
、

ま
た
、
直
接
唇
に
使
用
し
な
い
物

質
で
も
、
手
や
指
を
介
し
て
接
触

し
、
か
ぶ
れ
を
起
こ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

唇
が
か
ぶ
れ
た

ら

口
紅
や
リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
に
含

ま
れ
る
色
素
、
油
脂
、
香
料
、
防

腐
剤
な
ど
は
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
か

ぶ
れ
を
起
こ
し
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
物
質

は
フ
ァ
ン

デ
ー
シ
ョ
ン
、

ア
イ
シ
ャ
ド
ウ
を
は
じ
め
と
し
て

他
の
化
粧
品
に
も
共
通
し
て
含
ま

れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
め
顔

全
体
に
か
ぶ
れ
を
生
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

唇

が
か
ぶ
れ
た
ら
早
ぐ
原
因
物

質
を
突
き
止
め
、
今
後
の
接
触
を

断
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

保
湿
剤
で
保
護

唇

の
か

ぶ
れ

は
原
因

物
質

を
取

り
除

け

ば
解
決

で
き
ま

す

が
、
唇

の
荒

れ
は

保
湿
剤

で
皮

脂
膜

を
補

い
、

そ

の
表
面

を
保
護

す

る
こ
と

が
大

切
で

す

。
さ
ら

に
、
唇

は
紫

外
線

の
影

響
を
受

け

や
す

い
の
で
、

強

い
日
差

し
を
浴

び

る
と
き

は
紫

外

線
カ

ッ
ト

の
も

の
を
使
用

す

る

の
か
よ

い
で
し

ょ
う

。

ま
た

、
よ
く

子
ど

も
は

、
唇

が

乾
燥

し

た
と

き
に
、

な
め

て
水
分

を

補
お
う

と
し

ま
す

が
、
こ

れ

は

逆

に
皮

脂
膜

を
と
り

乾
燥

と
荒

れ

を
悪

化

さ
せ

、
囗
舐

皮
膚

炎

の
原

因

と
な

る

の
で
気

を
つ
け

て
く

だ

さ

い
。

（
松

戸

市

医

師

会

）

公
共

下
水

道

が
整
備

さ
れ

る
と
、

ト
イ

レ
の
汚

水

や
炊
事

、
洗
濯

、
ふ

ろ

な
ど

の
排
水

を
直
接
下

水
管

へ
流

す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
支

す
。

各
家

庭

か
ら

の
汚

水

・
雑
排

水
は

す

べ
て
下

水
処

理
場
で

一
括

処
理
し

て

か
ら
川

や
海

に
流
し

ま
す

の
で

、

生
活

環
境

の
向

上
と
河

川

の
汚

染

を

防
止

す

る
こ
と

が
で

き
る
よ
う

に

な

り

ま
す

〔
松
戸

市

の
下

水
道
普

及
率

六
三

・
四

六
％

（
平
成

Ｈ
年
９

月
3
0

日

現
在
）
〕
。

市

で

は
、

一
日
も

早
ぐ
公

共
下

水

道

を
多

く
の
皆

さ

ん
が
利
用

で
き

る

よ
う
、
公

共
下

水

道
の
整

備
区

域
内

の
土
地
所

有

者

（
権

利
者
）

の
人

か

ら

建
設

費

の
一
部

を
ご
負

担

い
た

だ

き
、
公

共
下

水
道

の
整
備

促
進

に
取

り

組

ん
で

い
ま
す

。

こ

の
受

益

者
負

担
金

は
下

水
道
建

設

の
貴

重
な

財
源

と
な

っ
て

い
ま
す

の
で

、
市
民

の
皆

さ

ん
の
ご
理
解

と

ご
協

力
を

お
願

い
し
ま
す

。

説
明
会

平
成
1
2年
度

か
ら
整
備
を

実
施
（
お

お
む
ね
三
ヵ
年
以

内
に
整
備

に
着
手

）

す

る
こ
と

を
予

定
し
て

い
る
区

域

を

対
象

に
説
明

会
を

開
催

（
左
下

表
参

照
）

し
ま

す
。
最

寄
り

の
会
場

へ

お

越
し

く
だ

さ

い
。

対

象

区

域

・
上
本
郷

（
七
畝

割

、
二

丁

目

。

四
丁

目

の
各

一
部

）

・
松
戸
新

田
（
庚
申
前

、
一
本
槻

。

二

本

榎
の

各
一
部

）

・
稔
台

の
一
部

・
和
名
ヶ

谷
（
花

山
、
外
山

、
山

宮
地

、
如
来

堂

の
各
一

部
）

・
中
和

倉

（
一
反

割
の
一

部
）

・
八
ヶ

崎

（
中
堀
込

の
一

部
）

・
八
ヶ

崎
二
丁

目

の
一
部

・
八
ヶ

崎
三
丁

目

の
一
部

・
八
ヶ

崎
四
丁

目

の
一
部

・
五

香
六
実

（
北

丘
の

一
部
）

説
明
会
で
は
、

一
下
水
道
整
備
計
画
に
つ
い
て

一
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て

一
家
庭
排
水
設
備
の
改
造
工
事
（
改

造
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
を
含
む
）

等
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
出
席
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
対
象
ど
な
る
区
域
内
の
土

地
所
有
者
に
は
説
明
会
ま
で
に
案
内

文
と
申
告
書
を
郵
送
し
ま
す
。

説
明

会

日

程

時
間
…
各
午
後
６
時
か
ら
（
一
時

間
三
十
分
程
度
）

☆] ☆ ﾌﾟIJ=……]]ﾉﾕ……ﾌﾟ,jﾉｻﾞﾔ,jﾌﾟ:j,二] ｿﾞ
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期　日 説明会会場

12/6(月)和名ヶ谷小学校体育館

7㈹ 上本郷小学校体育館

8㈲ 八ヶ崎第二小学校体育館

9(*) 稔台小学校体育館

14(火)五香市民センターホール　，

15 ㈲ 八ヶ崎市民センターホール

16 ㈲ 稔台市民センターホール　
１

審議会等の数

公開非公開の決定区分

公開 一部公開 非公開

９

その他

(末決定等)

55 23 10 13
〉 市 で は よ り 快 適 な 住 環 境 で 明 る く 衛 生 的 な 生 活 を 営 ん で い た だ け る よ うﾚ

匸

ｌ

ま た

ヽ

き れ い な 水 と 美 し い 自 然 を 守 る た め 公 共 下 水 道 の 整 備 を 進 め て い ま す
。

ﾐ 圖 下 水 道 普 及 課 業 務 係 昔366 － 7362 

ぐ)､j二 二5,二 万 ………Ｖ レ 匹1 ……卜 ………｡Ｊ､ 。 ……
。 ………､､､。､ｙ 。､、



第51回人権週間事業・12/4～10は人権週間

優しい心を育むまち

松戸をめざして

市長室発
・ヽ口 叙 久

12月４日から10日までの1週間を「人権週間」として人権尊重の理念の普及を図っています。

この機会に人権についてもう一度考え、皆さんがこれは人権問題ではないかと感じたことや困

りごと、心配ごと、子どものいじめの問題での悩みごとなどがありましたら、人権擁護委員に遠

慮なくご相談ください。相談は無料で、秘密は固く守られます。また、千葉地方法務局松戸支局

（登363-6278) でも相談を受け付けています。

※定例の人権相談については、広報まつどの相談案内をご覧ください。

［嚮援護課庶務係S366-7347

「小金わくわく探検隊」に参加して

人権擁護 委員

委 員 名 住 所 電 話

有坂 星子
金 ヶ 作306

松 戸 新 田18 の4

昔38 ワー5055

和田　 康男 S362-ﾜ853

高橋　 むつき 上本郷2334 の6 公36 ワー1404

登3 印-0192

公362-2683

登362-8886

鈴木　 一夫 ニツ木1∠μの2

瀧田　 泰子 上本郷3ﾜ30

山田　 英夫 小山265

上本郷3212

馬橋1858

南雲　 祥子 0362-503ﾜ

長谷川　 智
登341-5231

－ 一 一一一一一- 一一　－ ‥ 一一

公363-4625上野　弘 一郎 胡録台31ﾜ の4

若林　 桂子 ごﾝ 木1688 O345-3840

秋

は

、
市

内

各
地

で

い
ろ

い
ろ

な
催

し

が

盛

ん
に
行

わ

れ

、
私

も

お
招
き
を

い
た
だ

い
て
お
り
ま

す
。

地
域

に

密
着

し

た
こ

の
よ
う

な

催

し

の
開

催

は
、

市
民

の
皆

さ

ん
の

熱
意

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア

精

神
に

支

え

ら

れ
て

い

る
も

の
で

、

ご
努

力

に

感
謝

い
た
し

て

お
り

ま

す

。

探検隊出発式でのあいさつ

今 年 の 人 権 週 間 強 調 事 項

・考えようあなたの人権　わた

しの人権～ひろげよう 心と心

のネットワーク

・女性の地位を高めよう

・子どもの人権を守ろう

・高齢者を大切にする心を育て

よう

・障害のある人の完全参加と平

等を実現しよう

・部落差別をなくそう

・アイヌの人々に対する理解を

深めよう

・国際化時代にふさわしい人権

意識を育てよう

・卜IV 感染者等に対する偏見を

なくそう

・刑を終えて出所した大に対す

る偏見をなくそう

保育園児による演奏会および啓発活動

期間中関連行事を開催します

去
る
1
1月
６
日
に
は
、
小
金
地

区
で
、
地
元
の
市
民
グ
ル
ー
プ
「
小

金
引
前
倶
楽
部
」

の
主
催
に
よ
り

「
小
金
わ
く
わ
く
探
検
隊
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
催
し
は
、
自

分
た
ち
の
住
む
町

の
良
さ
、
面
白

さ
を
子
ど
も
と
共
に
再
発
見
す
る

こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
多
く
の
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

参
加
し
た
の
は
、
小
金
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者

の
皆
さ

ん
百
名
余
り
で
、
今
回
初
め
て
の

試
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
私
も

一
緒
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。
探
検
は
東
漸
寺
の
鐘
で
始

ま
り
、
江
戸
時
代

の
旅
篭
の
面
影

を
今
に
残
す
玉
屋

さ
ん
や
、
豆
腐

屋

さ
ん
、
畳
屋
さ
ん
、
旧
家
、
シ

イ
タ
ヶ
工
場
な
ど
を
歩
い
て
回
り

日 時 会 場 内 容 対 象

街頭広報演

奏会

12/6C月)

午前11 時

～正午

松戸駅東西

連絡通路

保育園児による

演奏会および啓

発活動

市 民

特設人権相

談所

12/8  (tK)

午前11 時

～午後3時

伊勢丹松戸

店11 階特別

会議室

家庭問題（親子

・相続等）借地、

借家、差別、い

じめ等の人権問

題

市 民

人権講演会

12/9 困

午後2時

～3時30 分

市民劇場

テーマ「青年後

見制度につい

て」

講師人権擁護委

員・高橋むつき

氏

民生児童委員・

保護司・母子福

祉推進員・更生

保護婦人会・老

人クラブ・市民

費用 無料 （いず れも申し 込 み不 要）

ま
し
た
。

探
検
の
舞
台
と
な
っ
た
国
道
６

号
か
ら
北
小
金
駅
に
ま
っ
す
ぐ
向

か
う
旧
水
戸
街
道
沿
い
は
、
小
金

宿
と
し
て
古
く
か
ら
栄
え
、
歴
史

の
あ
る
街
道
筋
で
す
。
車
で
は
よ

く
通

る
道
で
す
が
、
今
ま
で
な
か

な
か
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
機
会
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
、
地
元
の
方
か
ら
、
こ
の

辺
り
の
旧
家
の
造
り
は
街
道
に
面

し
た
側
の
間
口
が
狭
く
奥
に
細
長

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
や
、

昔
の
旅
篭
の
様
子

な
ど
を
お
聞
き

し
て
、
私
自
身
、
再
発
見
に
驚
い

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
、
い

つ
も
通
っ
て
い
る
道
に
畳
屋
さ
ん

が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
見
慣
れ
た

は
ず
の
町
の
中
に
新
た
な
発
見
が

数
多
く
あ
り
、
と
て
も
有
意
義
な

人
権
週
間
記
念
事
業

酔
人
舎
（
す
い
じ
ん
し
や
）

人

権
ラ
イ

ブ
コ

ン
サ

ー
ト

歌い、語り、人権を考えるコンサート

酔人舎‥･元教員・プロの奏者等からなるグル

ープ。人権ライブキャラバンを全国で年間30

回公演し ている。歌でいかに人の心を揺さぶ

ることができるかを探しながら活動している。

日
時
…
1
2月
３
日
金
午
後
２
時
～
３
時
3
0分

（
午
後
１
時
3
0分
開
場
）

会
場
…
稔
合
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
：
子
守
歌
や
童
謡
、
演
歌
な
ど
の
歌
を

通
し
て
、
人

が
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
を

考
え
ま
す
。

定
員
・：
先
着
七
十
人

（
要
予
約
）

費
用
・：
無
料

惠
電
話
で
公
民
館

昔
3
6
4
・
1
2
1
4

へ

探
検
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

松
戸
は
、
観
光
都
市
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
大
変
に
歴
史
の
古
い

町
で
す
。
市
内
各
地
、
そ

れ
ぞ
れ

の
地
域
に
、
伝
承

や
伝
説
、
あ
る

い
は
ひ
っ
そ
り
と
眠
る
歴
史
が
必

ず
あ
る
は
ず
で
す
。

今
、
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
が
、

特
に
松
戸
を
ふ
る
さ
と
と
す
る
子

ど
も
た
ち
が
、
自
分
た
ち
が
暮
ら

し
て

い
る
身
近
な
町
を
あ
ら
た
め

て
歩

い
て
、
見
て
、
考
え

る
。
こ

の
こ
と
は
郷
土
を
愛
す
る
心
に
つ

な
が
り
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
と
の

ふ
れ
あ
い
に
つ
な
が
り
、
地
域
お

こ
し
に
つ
な
が
り

、
そ
し
て
ま
ち

づ
く
り
の
大
き
な
力
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
担
う
子

ど
も
た

ち
の
意
見

も
、

ぜ
ひ
、
こ

れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

吹
き
溜
ま
る

落
葉
音
な
く
旅
龍
跡

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、市 長 室 直 通 のフ ァ ッ ク ス と 、市 長 専 用

の メ ー ル ボ ッ ク ス を 設 置し て い ま す 。

市 政 に 関 し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的 な

ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い( で き れ ば 、連 絡

先 をお 書 き 添 え く だ さ い) 。

FAX 366-2301

メー ル ア ドレ ス

mayor.matsudo@intership.ne.  jp

(10月末現在の受信件数)ファックス597件､メール171 件

このまちに人権文化を築

くために

近
年

、
個
人

情
報

保
護

の
法
制

化

が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す

の
で
、

今
回

は
、

プ
ラ
イ

バ
シ

ー
と
個
人

情
報

に
つ

い
て
考
え

ま
す

。

プ
ラ
イ

バ
シ

ー
は
、
人

が
何

を

考
え

、
何
を
思

い
、
ど
の

よ
う

な

性
格

を
持

つ
か
と

い
弓

内
面

的

な

精
神
活

動

の
自

由

で
あ

る
「
内
心

の
自
由

」
を

保
障

、
保
護

す
る
も

の
だ
と

考
え

ら
れ

て

い
ま

す
。

そ

し
て
内

心

の
自

由

は
、
絶

対
的

な

保
障

を
受
け

、
不
可

侵

の
権
利
と

し
て
認

め
ら

れ
て

き
ま
し

た
。

つ

ま
り

、
内
心

の
自
由

を
保

障
す

る

た
め

に
自
己

の
私

的
な
領

域

の
不

可
侵

性
を
主
張

し

、
そ

れ
に
よ

っ

て
内
心

の
自

由
を
現

実
的

に
保

護

す

る
こ

と

、
こ
れ

が

プ
ラ

イ

バ
シ

ー
と

考
え
ら

れ
て

い
ま
し

た

。
し

か
し
最

近

は
、
プ
ラ
イ

バ

シ
ー
は
、

こ

の
内

心

の
自
由

に
基
礎

を
置

き

な
が
ら
も
、
よ
り
大
き
な
保
護
範

囲
を

持
つ

概
念
で

あ
る
と

考
え

ら

れ
始

め
て

い
ま
す

。

以
前

は

、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー

の
侵

害

の
事
例
と
し

て

は
、
個

人

の
行

動

が
監
視

さ
れ
た
り

、
私

人
間

の

会
話

が
盗

み
聞
き

さ
れ
た

り
、
私

的

な
領

域

（
私
物

、
自
宅

、
机

や

ロ

ッ
カ

ー
の
中
な

ど
）
に

対
す

る

干

渉
等

が
考
え

ら

れ
る
だ

け
で
し

た

。
そ
の
意

味
で

プ
ラ
イ

バ

シ
ー

は

、
内

心

の
自
由

を
含
め

て
、
行

動

や
環

境
面

か
ら

の
私
的

領
域

へ

の
干

渉
を
排

除
す

る
も

の
と
し

て

の
場
所

的

、
空
間

的
な
領

域

の
概

念
と

考
え
ら

れ
て

い
ま
し

た

。

し

か
し

情
報
化

社
会

の
到
来

と

(国連の人権のロゴマーク]

N0.23

プライ バシー の問題②

(個人 情報とプ ライバシ ー)

問い合わせ

市民相談室人権担当S366-7319

教育委員会企画調整室人権担当

fi 366-7455

と
も

に
、

人

が
生

活
し

て

い
く
上

で
、

日
常

生
活

の
さ
ま

ざ
ま

な
場

面
で

種
々

の
生
活

の
痕

跡

が
残

る

よ
う

に
な

り
ま
し

た

。
例
え

ば
、
買

い
物

を
し

た
事

実
や
そ

の
内

容
と

し
て

の

ク
レ

ジ
ッ
ト

カ
ー

ド
の
利

用
記

録
、
携
帯

電
話

の
通
話

記
録

、

レ

ン
タ
ル

ビ

デ
オ
の

タ
イ
ト

ル

や

種
類

、
旅
行

先

の

デ
ー
タ
、
レ

ン
タ

カ

ー
を
借

り
た
こ

と

な
ど
各
種

の

デ
ー
タ

が
、
本
人

が
知

ら
な

い
間

に
集

積

さ
れ
て

い
ま

す
。
そ
し

て
、

こ

れ
ら

の

デ
ー
タ

が
相

互
に

集
積

し

、
ま
た

積
み

重
ね

ら
れ

る
こ
と

に
よ

っ
て

、

プ
ラ
イ

バ
シ

ー
が
個

人

情
報
に

転
化
し

て

い
き
ま

す

。

プ
ラ
イ

バ
シ

ー
は
元

々
捕
そ

く
で

き

な

い
私

的
な
領

域

の
も

の
で
す

が
、
ひ
と

た

び
記

録
可

能
な

情
報

（
デ
ー
タ
）
の
形

を
と

る
こ
と

で
個

人

情
報
に

転
化
し

て
し

ま
う

の
で

す

。
そ
し

て
、

個
人

情
報

は
価
値

を
付
け
ら
れ
て
売
買
の
対
象
に
も

な

っ
て

い
ま
す

。
そ

れ
ら

が
解
析

さ

れ
た
と

き

、
何
か
好

き
か

、
生

活
様

式

や
癖
、
趣
味

の
対
象

、
思
考

の
パ
タ

ー
ン
ま

で
他
人

に
知

ら

れ

て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

こ

れ

が
、

デ
ー

タ
バ
ン

ク
社
会

に

お
け

る
新
し

い
プ

ラ
イ

バ
シ

ー

の
侵

害
形

態
で

あ
る
と

指
摘

さ

れ

て

お
り

、
個
人

に
関

す
る

デ
ー

タ

（
情
報

）
が
違
法

に
流
出

し

な

い
よ

う

に
す

る
た

め
に
、
違

法
に

利
用

さ

れ
な

い
よ
う

に
す

る
た
め

に
は

ど
う

し
た

ら
よ

い
か
と

い
う

こ
と

で

、
個
人

情
報

保
護
法

制
度

の
整

備

が
課
題

と
な

っ
て

い
ま
す

。

広報まつど1999年(平成11年)11月25日
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要
介
護
認
定
申
請
受
付
状
況
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

要

介

護
認

定

申

請

受
付

状

況

1
0月
１
日
か
ら
開
始
し
た
窓
口
で

の
申
請
受
付
件
数
は
、
1
1
月
1
1
日
現

在
九
百
二
十
七
件
で
す
。

要

介

護
認

定

の

た

め

の
訪

問

調

査

に

つ

い
て

申
請
を
受
け
付
け
た
あ
と
に
、
訪

問
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
は
、
市
の
職
員
ま
た
は
福
祉

公
社
の
職
員

が
事
前
に
連
絡
し
て
ご

家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。
職
員
は
身
分

証
明
書
を
携
行
し
ま
す
。

介
護
保
険
の
申
請
や
調
査
に
は
費

用
が
掛
か
り
ま
せ
ん
。

※
他
県
で
は
、
訪
問
調
査
を
装
っ
た

詐
欺
事
件

が
発
生
し
て
お
り
ま
す

の
で
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

介

護

認
定

審

査

会

審

査

状
況

1
0
月
2
6
日
か
ら
開
催
し
て
い
る
審

査
会
の
審
査
状
況
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

開催日 件 数

10/26 ﾜ6件

27 ﾜ6件

11/ 9 80件

17 80件

合 計 312件

平成11年11月1日現在居宅介護支援事業者一覧表（松戸市内）

介

護

保

険
パ

ン

フ

レ

ッ

ト
の

配

布

等

事
業

に
つ

い
て

1
0月
５
日
か
ら
市
内
の
六
十
五
歳

以
上
の
人
の
い
る
ご
家
庭
を
対
象
ど

し
て
、
介
護
保
険
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

配
布
し
た
介
護
保
険
利
用
の
手
引

き
は
、
ご
自
宅
に
備
え
付
け
て
く
だ

さ
い
。

事 業 者 名 所 在 地 電 話 番 号

軸松戸市福祉公社 上矢切299 の1総合福祉会館内 368-2981
ゆいま－る松戸 松戸1129 の1 362-2215

ハイネズ居宅支援事業所 松戸11ﾜ6 の2亀井ピル801 363-6ﾜ91

㈱ニチイ学館関東第1二支社松戸支店 松戸130ﾜ の1松戸ビル8F 368 刪3084

アズミメディケアサービス東葛㈲桜井電気商会 根本464 362 べ)034

アォイ薬局 上本郷3の4061 368-3939

㈲元気介護支援サービ ス 中根引６ 331-5353
さつき訪問看護ステーション 西馬橋蔵元町98 の201 34C卜5235

日本福祉サービス㈱松戸営業所 西馬橋元町104 の2フェリス蔵元2F 3∠1ワー2948

ニッセイエデン介護プランセンター 高塚新田123 の1 33C卜82ﾜ0

㈱コムスン松戸ケアセンター 常盤平陣屋前4の1ワトーシン常盤平102 394-6ﾜ10

大洋産業㈱ 常盤平6の3の3 38∠1－42引

松戸市東部地区在宅介護支援センター 河原塚102 の8 391-5600
やわら木苑居宅介護支援事業所 金ヶ作2刀 38e卜0213
メモリーボード㈲ 金ケ作408 のﾜ9 38卜5193
千葉西総合病院 金ヶ作10ﾜ の1 384-8111

㈱日本ビコー松戸営業所居宅介護支援室 五香西1の15の24 384 ―0ﾜOﾜ

親愛ケアサービス㈲指定居宅介護支援センター 串嶮南町2顏 の9コーポあすか202 383-1852
居宅介護支援事業所松寿園 六高台2の19の2 38e卜635ﾜ

松戸なのはな訪問看護ステーション 新松戸4の2の2 yC卜6615

松戸市新松戸地区在宅介護支援センター 新松戸1の3∠囗 3∠1卜2500

市場医院介護支援室 中和倉161 の5 3∠12べ)400

小金原居宅介護支援事業所 小金原6の2の3 341-1131
居宅支援事業所マーシィヒル 根木内6刀 の2 348-8ﾜ8ﾜ

医療法人社団清志会大倉記念病院 大谷口133 の1 34卜 回11

高

齢

者

等

の

状

況

・

要

介

護

者

等

の

推

計

に

つ

い

て

市
で

は
、
策
雍

妛
員
会

を
設
置
し
、

介

護
保
険

事
業

計
画

の
策
定

作
業
を

進

め
て

い
ま
す

。

事
業
計
画

の
基
礎
と

な

る
高
齢
者

等

の
状
況

・
要
介

護
者
等
を
推
計

〒

表

）
し
ま

し
た

の
で

、
お
知

ら
せ
し

ま

す
。

圜

介

護
保
険
準

備
室

登
屁
・
７
３
７

(単位…人)松戸市の高齢者等の状況・要介護者等の推計

平成!2年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

総人口 ∠164,642 464,ﾜﾜ9 464,91ワ 465,055 465,192

65歳以上の人口 55,428 58,888 62,349 65,809 69,2ﾜ0

高齢化率（％） 牡9 12.ﾜ 13.4 14.2 14.9

要介護者等の人数 ∠1,994 5,329 5,655 5,989 6,31ﾜ

在　　宅 3,864 4,1ﾜ∠1 4,350 4,534 ∠1,ﾜ3ワ

要支援 刀3 835 8ﾜ0 90ﾜ 94ﾜ

要介護1 1,2ﾜ9 1,382 1,440 1,501 1,568

要介護2 645 69ﾜ ﾜ2ﾜ ﾜ5ﾜ ﾜ91

要介護3 5∠凵 58∠1 609 635 663

要介護4 390 421 439 458 4ﾜ9

要介護5 236 255 265 2咒 289

施　　設 1,130 1,155 1,305 1,∠155 1,580

介護老人福祉施設 引０ 535 585 685 ﾜ60

介護老人保健施設 220 220 2ﾜ0 2ﾜ0 320

介護療養型医療施設 400 ∠100 450 500 500

上 記居宅介護 支援事業者の介護 支援専門員 が､ 介護サービ ス計 画づ＜リのお手 伝いをし ます。

コンピュータの｢西暦2000年問題｣
年末年始の対応
オ ン ラ イ ン 業 務 な ど の テ ス ト

市 役所や 支所など で窓口業務 に利用 してい る オンラ インシ ステム の「西暦2000 年

問題」に関 する模擬テ ストを10 月31 日に実施 し、正常作 動 することを確 認し まし た。

また、 その他の電 算処理 システ ムや機器 についても 、ほぼ 確認作 業を完了 してお

り 、業務 に支障が でないよ う対応 を重 ねてい ま す。

市 民 や 企 業 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 再 確 認

西暦2000 年を 間近にひ かえて 、市民 や企 業でも コンピ ュー タシ ステムお よび それ

らを 搭載し た機器 の影響 と、その対 策につい て再確認 してく ださい 。

非 常 事 態 へ の 備 え

万 一の事 態に備 えて、非 常用食料 ・飲料水 などを念 の ため、数 日間分を 各家庭で

準備 をし、 日ご ろ忘 れが ちな災害 への備 えを 再確認 する良い 機会 にしてい ただけ れ

ば と思い ます。

警 戒 本 部 の 設 置

コンピ ュータ障 害が最も 警戒 されてい る12 月31 日産）から1 月1 日帆）を中心 に警戒本

部を 設置し ます。

こ の警戒本 部は 、本部長以 下が市 役所 で対 応にあ たる ほか、消防 局、水道 部なら

びに 市立病 院、東松 戸病 院の両病 院で通常 の年末年 始体制 とは別に 増員をし て対応

にあ たりま す。

また、非常 時に は市 民・企 業など へ迅速 に情報提供 を行い ま す。

西暦2000年問題とは

コンピュータのプログラムや機器に埋め込まれたチップが西暦

を下二桁で処理している場合に、2000年1月1日を境に起こすコン
ピュータシステムや機器の誤作動・停止と、その影響による市民

生活の混乱を指しています。

鵞事務管理課(2000年問題警戒本部事務局) Q366-7307

市

立

東

松

戸

病

院

の

職

員

募

集

対
象
①
看
護
婦
（
士
）
＝
三
十
五
歳

ま
で

の
資
格

を
有
す

る
人
②
看

護
婦

（
士
）〔
長
期

パ

ー
ト

職
員
〕
＝
三
十

五

歳
ま
で

の
資

格
を
有

す

る
人

（
外
来

勤
務
）
　
提
出
書
類
履
歴
書
（
写
真
付

き
）
　
資
格
免
許
の
写
し
提
出
期

限
1
2
月
３

囗
蚩

ぶ
合

法
と

も

に
、
市
内

の
医

療
機

関

勤

務
者

の
応
募

は
ご
遠
慮

願

い
ま

す

。

圜

車

立
東
松

戸
病

院
総
務
課

総
務
係

登
3
9
1
・
5
5
0
0

市

営

住

宅

入

居

者

選

考

委

員

会

の

委

員

を

募

集

応

纂

貫
格

市
内

在
住

で
、
満

二
十

歳
以

上

の
人
　

募

集
人
数
二
人

提

出
書

類
「
応
募

理
由
」

お
よ

び

「
公

営
住

宅
に

関
し
て
」

に

つ

い
て

、
自

由

な
考
え

を
レ

ポ
ー
ト

に
し
て
住

宅

課

ま
で
提

出
し
て

く
だ

さ

い
書

式
は

自
由

）
。

※
詳

細

に
つ

い
て
は
、
住

宅
課

（
市

役

所
新

館
八

階
）
に

選
考

奮

貝
募

集

案
内

書

が
あ
り
ま

す
の

で
参
照

し

て
く

だ
さ

い
。

圃
1
2
月
1
0一
日
窗
〔
必
着
〕
ま
で
に

、
郵

送
で

住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
性

別

・

経
歴

・
電

話
番
号

を
記
入

し
、

レ

ポ

ー
ト
を

添
え

て

、

〒
2
7
1
1
8
5
8
8

松

戸
市
根

本
三

八
七

の
五
松
戸

市
役

所
住

宅

課

（
登
3
6
6・
7
3
6
6

）

へ

再

生

自

転
車

を

即

売

Ｈ
月
2
8日

㈲
～
3
0日
閃
、
午
前
８

時
3
0分
～
午
後
３
時

会
場
生
き
が

い
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
販
売
台
薮
五
十

台
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）
　
価
格

七

千

円

～

一

万

一

千

円

交

通

五

香

駅

東

口

か

ら

新

京

成

バ
ス
「
小

し
ん
や
ま

新

山

」

行

き

ま

た

は

「
柏

陵

高

校

一

行

き
で
、
新
栄
町
入
口
下
車

圃
賄
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

１

昔
誣
・
３
１
０
Ｘ
Ｉ

固

定

資

産

（
家

屋

）

の

調
査

に

ご

協

力

を

平
成
1
1年
中
に
新
築
・
増
改
築
さ

れ
た
家
屋
の
評
価
を
行

っ
て
い
ま
す

の
で
、
調
査
に
ご
協
力
ぐ
だ
さ
い
。

ま
た
、
家
屋
の
取
り
壊
し
（
一
部

を
含
む
）
や
所
有
者
の
住
所
変
更
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
ぐ
だ

さ
い
。

圃
固
定
資
産
税
課
家
屋
係

昔
鰯
・
７

事
業

主

の

皆

さ

ん

、
新

卒

者

に

求
人

と

採

用

枠
の

拡
大

を

本
年
度
の
新
規
学
卒
者
の
就
職
内

定
率
・
求
人
倍
率
と
も
低
い
水
準
で

す
。
今
後
、
新
規
学
卒
者
の
採
用
計

画
・
採
用
枠
の
拡
大
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
ぐ
だ
さ
い
。

圜
松
戸
公
共
職
業
安
定
所
求
人
企
画

部
門

登
謌
・
6
1
0
0

松
戸

都
市

計

画

道

路
の

変

更

案

の

縦

覧

Ｈ
月
2
6日
脂
～
1
2月
1
0日
脂
（
閉

庁
日
を
除
く
）
午
前
８
時
3
0
分
～
午

後
５
時

会
場
都
市
計
画
課

・
千
葉

県
都
市
部
計
画
課

内
容
松
戸
都
市

計
画
道
路
３

・
３
・
６
号
三
矢
小
台

主
水
新
田
線
の
八
ヶ
崎
、
八
ヶ
崎
緑

町
、
ニ
ツ
木
、
三
ヶ
月
の
一
部
の
地

域
で
の
線
形
の
変
更

奈
案
に
つ
い
て
意
見
書
の
提
出

が
で

き
ま
す
。

鵲
都
市
計
画
課
計
画
係
昔
莇
・
７
３

松

戸

都
市

計

画

生

産

緑

地

地
区

の

変

更
案

の

縦

覧

1
2月
１
日
伽
～
1
5日
水
（
閉
庁
囗

を
除
ぐ
）
午
前
８
時
洳
分
～
午
後
５

時
会
場
み
ど
り
と
花
の
課
内
容

①
追
加
指
定
に
よ
Ｉ

変
更
す
る
地
区

②

付
為
の
制
限
を
解
除
し
た
こ
と
等

で
、
生
産
緑
地
の
機
能
が
失
わ
れ
た

こ
と
に
よ
昨（
変
更
す
る
地
区

※
案
に
つ
い
て
意
見
書
の
提
出
が
で

き
ま
す
。

鵞
み
ど
り
と
花
の
課
緑
政
係
昔
涯
・

介護保険

利用の手引き



広報まつど 1999年(平成11年)11月25日

納期内の納付にご協力を
11月30 日火は固定資産税・都市計画税（第3 期）の納期限です。

納め忘れのないようにお願いします。

納期内の納付が困難な人は早めに
ご相談ください

長引＜不況による事業の

不振や、リストラによる退

職や転職、本人または家族

の病気等により納期限内に

納付できない場合、その内

容によっては 、納期限の延

長が認められたり、分割で

納付するという方法をとることもできます。

未納のままにしておくと延滞金の力[]算や差し押さえ処分の問題

が生じてきますので、早めに連絡または相談にお越しください。

市税納税・相談窓口を開設します
日中や平日に銀行や郵便局に行かれない人や、納税について相

談されたい人はお気軽にご利用＜ださい。

◆夜間窓口

12月15 日冰卜2 ∠L日窗午後8時まで（閉庁日を除＜）

歐場…市役所新館2階収納課

住
民
監
査
請
求
の
結
果
を
公
表
し
ま
す

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
二
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
1
1
年

８

月
1
6日

付

を
も
っ
て

提
出

さ

れ
た

『
松
戸

市
職

員
措

置
請

求
書
』
に
つ

い

て

、
同

条
第

三
項
の

規

定
に

よ

り
、

監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果

の
概
要
を
次
の
と

お
り
公
表
し
ま
す

。

平
成
1
1
年
1
0
月
1
5
日

松

戸
市
黻

査
委
員
　

中

西

務

同
　
　
　
　

川

村
埀

信

同
　
　
　
　

石

井

弘

同
　
　
　
　

藤

井
弘
之

松
戸
市
立
中
武
小
学
校
付
属
幼
稚
園

の
研

修
費
に
係

る
措
置

請
求

１
　

請
求
の
要

旨

剛

甲

・
乙
両

教
諭

に
よ

る
平
成
1
0

年

８
月
４

日

の
カ
ラ
出

張
分

（
幼
児

隍
ぼ
芙
皮
セ
ミ
ナ
ー
参
加
負
担
金
一

万
五
千
円
と
、
運
賃
・
日
当
合
わ
せ

て
三
千
六
百
八
十
円
の
計
一
万
八
千

六
百
八
十
円
）
及
び
無
断
欠
勤
に
よ

っ
て
本
来
生
じ
る
は
ず
の
給
与
カ
ッ

ト
分
を
松
戸
市
長
（
松
戸
市
教
育
委

員
会
）
に
対
し
て
公
金
返
還
の
請
求

を
す
る
も
の
で
あ
る
。

②

更
に
復
命
書
等
必
要
書
類
不
存

在
分
に
つ
い
て
も
そ
の
総
額
若
し
く

は
、
見
込
額
に
対
し
て
、
公
金
返
還

の
請
求
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

③

幼
児
教
育
実
技
セ
ミ
ナ
ー
参
加

負
担
金
一
万
五
千
円
に
つ
い
て
は
、

出
張
の
事
実
が
な
か
っ
た
と
し
て
、

領
収
書
を
添
え
て
負
担
金
か
ら
書
籍

代
の
使
用
へ
の
差
し
替
え
を
し
て
い

る
が
、
こ
の
領
収
書
に
疑
問
点
が
多

ぐ
偽
造
の
疑
い
が
強
い
。

２
監
査
の
結
果
（
監
査
委
員
の
判

断
）

①

請
求
の
要
旨
剛
に
つ
い
て

ア
　

不

正

出
張

に
伴
う

旅
費

・
日
当

の
返

還
に

つ

い
て

不
正

に

よ

る
公

金
支

出
に

あ
た

る

が

、
不

正

支
出

さ
れ

た
旅
費

・
日
当

に

つ
い
て
は
既
に
返
還

さ
れ
て
お
り

、

こ

の
措
置

請
求

に
は

理
由

が
な

い
も

の
と

認

め
ら

れ
る
。

イ
　

参
加

負
担
金

の
返

還
に

つ

い
て

研

修
に

参
加
し

て

い
な

い
の
で

あ

る

か
ら
、

参

加
負
担
金

一
万

五
千
円

の
返

還
を

求
め

る
も

の
で
あ

る

。

ウ
無
断
欠
勤
に
よ
る
給
与
の
減
額

措
置

に

つ

い
て

松

戸
市

一
般
職

の
職

員

の
給
与

に

関

す
る
条

例
第

十
四

条
の
規

定
に

よ

り
給

与

の
減
額

が
当

然
に
適

用

さ
れ

る

べ
き

で
あ

る
。

②

請

求
の
要

旨
②

に

つ
い
て

研

修
に

関
す

る
復

命
書
等

の
不

存

在
分

に

つ

い
て

主
催

者
側
に

そ

の
出

欠

に

つ
い
て
確

認
し

た
結
果

、
出

席

し

た
と

の
回
答

が
あ

り
不
正

な
出
張

12月19 日⑤午前9時～午後∠L時

ａ場…市役所新館2階収納課と吝支所

圃収納課管理係登366-ﾜ325

年
末
年
始
の
中
小
企
業
者
向
け
の
融
資

市
で
は
中
小
企
業
の
人
に
設
備
資
金

お
よ
び
運
転
資
金
な
ど
の
融
資
を
行
っ

て
い
ま
す
。

季
節
資
金
の
制
度
の
内
容
に
つ
い
て

年末年始の融資申し込み期限

事 業 名 申 込 期 限

早期貸付

(1,000 万円以内)

※年内貸付を希望する

場合

12/1OJO

(新規･ 有担保)

Ｔ 般貸付

(1,000 万円超匚

12/1 ㈲

12 月融資分

12/24 窗

1月融資分

は
認
め

ら
れ
な

か

っ
た
。

③

請

求
の
要

旨

③
に

つ
い
て

調
査

の
結
果

に
お

い
て
、

す

べ
て

が
偽

造

と
判
明

し
た

。

以
上

に
よ
り

、
本
件

請
求

に

つ
い

て
は
そ

の
一
部

に

つ
き
、
違

法
若
し

く

は
不

当
な
公

金

の
支
出
に

該
当
す

る
の
で

、
市
長

及

び
教
盲

青

貝
会

に

勧

告
し

た
。

な
お

、
本

件
監

査
請

求
の
結

果
は
、

以
上
で
あ
る
が
、
教
育
委
員
会
に
対

し

、
不

祥
事

の
再
発

を
防
止

す

る
た

め
、
そ

の
対

策
を
講

じ
、

教
育

付
政

の
信
頼

回
復
に

努
力

す

る
よ
弓

意
見

を
付

し

た
。

（
市
長

に
対

す

る
勧

告
）

平
成
1
0
年
８

月
４
日

の
無

断
欠
勤

に
よ
り
勤
務
し
な
か
っ
た
時
間
に
相

当

す

る
給
与

を
、
甲

・
乙
両

教
諭

か

ら
市
に

返
還

さ
せ

る
こ
と

。

（
教
育
委
員
会
に
対
す
る
勧
告
）

松
戸
市
教
職
員
研
修
奨
励
事
業
実

績
報
告
書
の
う
ち
、
参
加
負
担
金
と

し
て
支
出
さ
れ
た
一
万
五
千
円
を
、

甲

・
乙
両
教
諭
か
ら
市
に
返
還
さ
せ

る
こ
と
。

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
課
融
資
係
登
沺
・
７
３
２

季節資金 （ボ ーナス支給等の一時的資 金）

融資

限度額
100 万円以内

融資利率 2.696 (保証協会の保証付き)

融資期間 6ヵ月以内

償還方法 割賦償還または一括償還

申込期限 12/1 ㈲

松
戸
市
立
中
武
小
学
校
付
属
幼
稚
園

の
消
耗
品
等
に
係
る
措
置
請
求

１

請
求
の
要
旨

①
　
平
成
1
0年
度
の
松
戸
市
立
中
部

小
学
校
附
属
幼
稚
園
に
関
す
る
予
算

執
行
に
お
い
て
、
見
積
書
及
び
請
求

書
と
現
物
の
存
在
が
立
証
で
き
な
い

物
品

（
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
他
）
に
対

し
て
、
そ
の
総
額
を
松
戸
市
教
育
委

員
会
に
対
し
て
公
金
返
還
の
請
求
を

す
る
も
の
で
あ
る
。

②

証
拠
書
類
で
見
積
書
の
日
付
と

見
積
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
番
号
が

前
後
し
て
お
り
、
不
審
で
あ
る
。

③

証
拠
書
類
で
見
積
書
と
領
収
書

の
筆
跡
が
違
っ
て
い
る
。

２
　
監
査
の
結
果
（
監
査
委
員
の
判

断
）

①

請
求
の
要
旨
剛
に
つ
い
て

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
他
八
件
に
つ
い

て
は
、
市
の
公
金
は
支
出
さ
れ
て
い

る
が
、
実
際
に
は
納
品
等
は
さ
れ
て

い
な
い
虚
偽
の
架
空
請
求
に
よ
る
公

金
の
支
出
で
あ
っ
た
。

よ
っ
て
、
架
空
請
求
の
総
額
三
十

八
万
八
千
五
百
六
十
円
の
返
還
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

②

請
求
の
要
旨
剛
に

つ
い
て

１。環 境保全 対 策資 金

～地球に優しく、経済のニーズに対応する

事業活動が環境に与える影響を極力少なくするために行う設備、

およびISO 鍋001 に対応するために行う設備に対する融資制度で

す。

見
積
書
の
日
付
と
番
号
の
ず
れ
に

つ
い
て
は
、
日
付
を
誤
っ
て
記
載
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。

③

請
求
の
要
旨
③
に
つ
い
て

見
積
書
と
領
収
書
の
筆
跡
の
違
い

に
つ
い
て
は
、
請
求
者
が
証
拠
書
類

と
し
て
提
出
し
た
見
積
書
と
領
収
書

は
、
見
積
書
に
対
応
す
る
領
収
書
で

は
な
く
、
全
く
別
の
内
容
に
つ
い
て

の
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
に
よ
り
、
本
件
請
求
に
つ
い

て
は
そ
の
一
部
に
つ
き
、
違
法
若
し

く
は
不
当
な
公
金
の
支
出
に
該
当
す

る
の
で
教
育

奮
貝
会
に
勧
告
し
た
。

（
教
育
委
員
会
に
対
す
る
勧
告
）

虚
偽
架
空
請
求
に
よ
り
支
払
わ
れ

た
公
金
の
総
額
三
十
八
万
八
千
五
百

六
十
円
を
関
係
者
か
ら
市
に
返
還
さ

せ
る
こ
と
。

自
治
労
松
市
職
員
組
合
執
行
委
員

長
に
係
る
措
置
請
求

１
請
求
の
要
旨

自
治
労
松
戸
市
職
員
組
合
執
行
委

員
長
で
あ
る
甲
王
査
が
市
の
担
当
業

務
に
は
一
切
携
わ
っ
て
い
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
給
与
等
を
受
け
取

っ
て

設備資金 5,000万円 返済期間 10年以内

※利子補給額は支払利息の60 ％以内

２．新分野開 拓支援 資金

～起業家の夢を実現 する大切なパ ートナー

事業所が新製品・新技術等を開発し 、この事業化に当たり資金

が必要な場合、新製品・新技術等を基に事業を起こすため資金が

必要な場合に対する融資制度です。

運転資金 1,000万円 返済期間 5年以内

設備資金 2,000万円 返済期間 10年以内

※利子補給率年3.596以内

鬩商工観光課融資係S366-ﾜ32ﾜ

い
る
こ
と

は
、
違
法

、
不

当

で
あ

る
。

し

た

が
っ
て
、
こ

れ
ま

で
に
支

払

っ
た

給
与
等

の
返
還

と
今

後
の
給

与

等

の
支
払

停
止
と
再

発
防
止

を
求

め

る

。

２
　

監
査
の
結

果
（
監

査
萎

員
の
判

断
）

①

対
象
職

員

は
、
市

の
業
務

は
一

応
果

し
て

い
た
も

の
の

、
一
部

、
総

合
安

全
衛

生
委
員

の
職

務
範
囲

を
超

え
て

の
活
動

を
し

て

い
た
と
受

け
取

れ

る
部
分

が
あ

っ
た
。

②

福
利
厚

生
関

係
の
活

動
に

つ

い

て
は
、
職
務
専
念

の
義

務
を
免

除
（
以

下
「
職
専
免

」
と

い
う
）
と
し

て

い
た

が
、
そ

の
許
可

の
範
囲

を
示

す

基
準

が
な

い
ま

ま
安
易

に
運
用

さ

れ
て

い

た

。

収

職
専
免
の
取
扱

い
等

つ
い
て
は
、

人
事

当
局

と
担
当

課
と

の
綿
密

な
連

携

を
図
り

、
適
正

な
基

準
の
下

に
運

用

す
べ

き
で
あ

る
。

㈲

担
当

課
に

お

い
て

は
、
職

専
免

の
記

録

を
含
め
職

員

の
勤
務
状

況

の

把
握
は
厳
正
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

以

上

の
こ
と

か
ら
、

対
象
職

員

の

勤

務
状
況

は
必

ず
し
も

適
切

で
あ

っ

た

と
は

い
え

ず

、
そ

の
範
囲
を

超
え

て

い
る

部
分
に

つ

い
て

給
与

を
支
給

す
る
こ
と
は
妥
当
性
を
欠
く
も
の
と

思
わ
れ
る
が
、
数
値
的
に
把
握
す
る

こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
過
去
に
そ
及
し
て

給
与
等
の
返
還
を
求
め
る
こ
と
は
し

な
い
が
、
今
後
再
び
こ
う
し
た
事
例

が
生
ず
る
こ
と
が
な
い
よ
う
服
務
管

理
の
徹
底
並
び
に
制
度
の
整
備
確
率

が
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
に
よ

り
、
市
長
に
勧
告
す
る
。

（
市
長
に
対
す
る
勧
告
）

①

自
治
労
松
戸
市
職
員
組
合
執
行

委
員
長
で
あ
る
甲
主
査
に
対
し
て
、

公
務
員
と
し
て
の
自
覚
と
義
務
の
履

行
を
促
す
と
と
も
に
、
服
務
管
理
の

徹
底
を
図
る
こ
と
。

②

勤
務
時
間
中
の
組
合
活
動
に
つ

い
て
は
、
地
方
公
務
員
法
及
び
関
係

条
例
の
趣
旨
に
則
っ
た
厳
格
な
運
用

基
準
、
手
続
等
を
早
急
に
整
備
す
る

こ
と
。

※
監
査
結
果
の
全
文
に
つ
い
て
は
。

行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
が
で

き
ま
す
。

問
監
査
委
員
事
務
局

昔
3
6
6
・
７
３
８

休日窓口
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広報ま つ ど1999 年(平成11年)11月25日

「

」
ス

テ

ン

ド

グ

ラ

ス

の

ツ

リ

ー

を

作

ろ

う

1
2月

日
日
出

午
前
９

時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分
　

会
場

小
金

原
市

民
セ
ン

タ

ー
　

内

容
ス
テ

ン

ド
グ
ラ

ス
の
ツ

リ

ー
を
つ

く
り
ま

す
　

対
象
小

学

四
年

生
～

中

学
生
　

講

師
中
村

智
氏
　

定

員
先

着
十

人
　

費
用
千

円
（
材

料
費
）

圃

電
話
で

常
盤
平

児
童

福
祉
館

昔
胚

・
3
3
2
0
へ
月
曜
休
館

［
］
青

年
講

座

「
女

優

に

学

ぶ

レ

ッ

ス

ン

～

も

っ
と

魅

力

的

な

あ

な

た

に
」1

2月
1
8
日
倒

・
1
9日

⑤
以

後
月

二

回

〔
全
六

回
〕

午

後
２

時
～

４

時

会

場
女
性

セ
ン

タ

ー
ゆ
う

ま
つ
ど

内
容

自
己

訓
練

法

・
発
声

訓
練

・
身

体

の
ラ
イ

ン
づ

く
り

・
美
し

い
日
本

語

で
会

話

・
呼
吸
法

等
の

学
習
　

講

師

女
優

・
西
宮

小
夜

子
氏

（
劇

団
前

進
座

所
属
）
　
定
員
先

着
三
十
人
（
十

六
歳
以
上
三
十
歳
未
満
の
人
を
優
先
）

費
用

無
料

圃

電
話
で

青
少
年

会
館

容
高

・
8
5

5
6

へ

［
］
こ

ど

も

博

物

館
教

室

1
2月

‥
日
出
午
前
ｍ

時
人

日
時
3
0

分
　
会
場
県
立
関
宿
城
博
物
館
　
内

容
凧
作
り
　
定
員
先
着
三
十
人
　
持

ち
物
ク
レ
ヨ
ン

ー
は
さ
み
　

費
用
三

百
円
（
材
料
費
・
保
険
料
）

※
小
学
四
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

圃

直
接
ま
た
は
電
話
で
、
県
立
関
宿

城
博
物
館
学
芸
課
昔
０
４
７
１

・
9
6

・
1
4
0
0

へ

［
］
講

座

「
歌

舞
伎

の

魅

力

」

①
1
2
月
1
0
日
廊
＝
史
実
と
「
仮
名

手
本
忠
臣
蔵
」
②
1
7日
廊
＝
「
仮
名

手
本
忠
臣
蔵
」
の
親
子
、
吝
午
後
２

時
～
４
時

会
場
寺
嶋
文
化
会
館
（
柏

駅
下
車
徒
歩
三
分
）
　
講
師
共
立
女

子
大
学
教
授
・
近
藤
瑞
男
氏
　
費
用

一
回
千
円

惠
直
接
ま
た
は
電
話
で
、
助
寺
島
文

化
会
館

登
０
４
７
１

・
回
・
6
1
5

3
へ

［
］
松

戸

村

立

雑

学

大

楽

「

案

外

知

ら

な

い

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

の

歴

史

・

構

造

・

役

割

」

1
2月
1
9
日

⑧
午

後
２

時
～
３

時
3
0

分
　

会

場
サ
ン

ヨ
ー
ホ
ー
ム
三
階
（
八

柱

駅
下

車
徒

歩
二

分
）
　

講

師
プ

ラ

ネ

タ
リ

ウ
ム

解
説

員

・
田

中

伸
明

氏

費

用
無

料

頚

金
本
（
サ
ン
ヨ

ー
ホ
ー
ム
内
）
ａ
3
8
6

０

（
１１
／
）（
ソ

）
１

［

］
市

民

公

開

講

演

会

「

が

ん

に

つ

い

て

」

1 2

月

白
日

出

午

後

１

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分

会

場

中

央

会

館

策

京

都

中

央

区

銀

座

）
　

内

容

①

が

ん

ば

ど

こ

ま

で

予

防

で

き

る

か

②

が

ん

治

療

の

最

近

の

進

歩
　

講

師

①

国

立

が

ん

セ

ン

タ

ー

研

究

所

化

学

療

法

部

長

・

津

田

洋

幸

氏

②

国

立

が

ん

セ

ン

タ

ー

東

病

院

副

院

長

・
吉

田

茂

昭

氏
　

費

用

無

料

圃

ハ

ガ

牛

ま

た

は

フ

ァ

ッ

ク

ス
に

住

所

・
氏

名

・
電

話

番

号

を

記

入

し

て

、

〒
1
0
4
－
0
0
4
5

東

京

都

中

央

区

築

地

五

の

一

の

Ｉ
国

立

が

ん

セ

ン

タ

ー

中

央

病

院

が

ん

医

療

サ

ポ

ー

ト

チ

ー

ム

・
安

達

（

昔
0
3
・
３

５

４

２

・
２

Ｒ
）
１

１

脚
0
3
・
３

２

４

８

・
［
Ｄ
２
（
ｈ
）

７

）

へ

［
］
ル

ン

バ

と

タ

ン

ゴ

の

講

習

会

1
2月
２
日

～
1
6
日

の
毎

週
木
曜

日

〔
全
三
回

〕
午
後
ワ

時
～
９

時
　

会
場

稔
台

市
民
セ

ン

タ

ー
　

内

容
男
性

プ

ロ
に

よ

る
中

級

社
交

ダ
ン

ス
講

習
会

費
用

二
千

円

鬩
ひ

ま

わ
リ

ダ
ン

ス
会

・
長
峰

昔
莇

・
8
4
9
0

（
夜
間
の

み
）

【
】
消

費

生

活
出

張

セ
ミ

ナ

ー

日 時 会 場 テーマ　　 ’ 講師

12/ 8 ㈲

午後2時～4 時

六実市民セン

ター会議室 さあ大癩淙　一家に一個！

アクリルたわしで洗剤いらず

－アクリル毛糸でたわしを編

もう一

アクリルたわし の使い勝手

良さの説明と作り方の指導

東
葛
市
民
生
活
協
同
組
合

12/15 ㈲

午前10 ～正午

京葉ガスF松

戸第2ビル5階

会議室

12/22 ㈲

午後2時～4 時

馬橋市民セン

ター会議室

定
員
吝
先
着
三
十
人
　

費
用
無
料

※
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

圃
1
2月
３
日
廊
ま
で
に

、
電
話
で
消

費
生
活
課

登
3
6
6
・
ワ
３
２
９
へ

［
］
朗

読

サ

ロ
ン

1
2月
３
日
廊
午
後
１

時
3
0分
～
４

時

会
場
オ
オ
イ
文
化
セ
ン
タ
ー
（
み

の
り
台
駅
下
車
徒
歩
一
分
）
　
内
容

朗
読
発
表
「
絵
姿
女
房
（
木
下
順
二

著
）
」
ほ
か
　
定
員
当
日
先
着
五
十
人

費
用
八
百
円
（
茶
菓
付
き
）

懿
須
藤
公
3
8
7
・
1
9
5
5

「
」
バ

ン

グ

ラ

デ

シ

ュ
　

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

「

ク

リ

ス

マ

ス

フ

ァ

ン

タ

ジ

ー

」

‥日
月
2
6日

銜
午

後
ワ

時
開

演
　

会

場

東

京
Ｙ

Ｍ
Ｏ

Ａ

チ
ャ

ペ
ル

（
新
お

茶

の

水

駅
下

車

徒
歩

二
分

）
　
内
容

第

一
部

＝
ペ
チ

カ

・
こ

の
道

・
あ

わ

て
床

屋

・
落

葉
松

、
第

二
部

＝
オ
ペ

ラ
「
カ
ル

メ
ン

」
よ

り
『
ハ

バ
ネ
ラ
』

・
オ
ペ

ラ
「
夢

遊
病
の

女
」
よ

り
『
あ

あ
信

じ
ら

れ
ぬ
』

ほ
か
　

費

用
二
千

円
　
　

．

崑

バ
ン

グ
ラ

デ
シ
ュ

の
子
供

達
を
学

校
に

行
か
せ

る
会

・
浅
沼

晋
3
6
3
5

1
3
6

松戸地域職業訓練センター( テク721) 講座

［
］
常

盤
平

老
人

福

祉

セ

ン

タ

ー

年

忘

れ
演

芸

大

会

1
2月
４
日
出
午
前
９

時
3
0分
～

午

後
４
時
　
会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー
　
内
容
カ
ラ
オ
ケ
・
舞
踊
・
詩
吟

・
民
謡
・
ダ
ン

ス
等
　
費
用
入
場
無

料鬩

常
盤
平
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
登
涯

・
0
2
0
1

［
］
松

戸

川

柳

大

会

1
1月
2
8日
日
午
前
1
0時
～
午
後
５

時
　
会
場
市
民
劇
場
　
費
用
千
五
百

円懿
松
戸
川
柳
会
・
米
島
登
高
・
５
９

【
】
わ

ら

び

座

公

演
「
菜

の

花

の

沖
」1

2月
1
1日
出
午
後
２
時
開
演
　
会

場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
「
菜
の
花

の
沖
」
（
原
作
＝
司
馬
遼
太
郎
、
脚

本
・
演
出
＝
ジ
ェ
ー
ム

ズ
三
木
）

費
用
Ｓ
席
四
千
五
百
円

・
Ａ
席
三
千

円

・
Ｂ
席
千
円

詣
わ
ら
び
座
「
菜
の
花
の
沖
」
を
み

る
会
（
労
音
内
）

登
3
6
5
・
9
9
1
1

講 座 名 日 時 定員／費用

パソコン ・ワープロ

入門講座

①12/ 1 困・2（木）　　　　　　 午前

②12/13 ㈲･14 ㈲　　　　　　　 午後 ・　各9人

6,000 円
windows 入門講座

①12/ 8 ㈲・9(ﾎ)　　　　　　 午前
②12/16C村･17廊　　　　　　　 午後

ワープロソフト
一 太郎入門講座

12/20 ㈲･21(火)･22㈲･24 銜　　 午後
各9人

12,000円

(10,000 円)

ワープロソフト
Word 入門講座

12/13(月)･14㈲･15 ㈲･16 休)　 午前

表計算ソフト
エ ク セル 入門講座

12/11 出・18 ㈹　　　　　　 土曜

※午前=午前9時30 分～午後O時30 分、午後=午後1時30分～4 時30分

土曜=午前9時30 分～午後4時30分 、

初心者入門講座
12/ 1 困・2休)・3 銜・6(月)

午後1時30 分～4時

4人

15, 000円

ゆつ＜リ楽し＜パソコ
ン講座

(対象65歳以上の人)
12/21W ・22㈲　 午前9時30 分～正午

5人

ﾜ,000 円　｀

※費用のうち（　）内は当会員事業所・当団体会員メンバーの場合です。
※受け付け開始時間に定員を超えた場合は抽選となります。
圃11 月25日困午前9時から直接､松戸地域職業訓練センター（小金原1の19の3
Q349-3200) 窓口へ

「
」
あ

じ

さ

い
合

唱
団

十

五

周

年

記

念

コ

ン

サ

ー

ト

1
2月
４
日
出
午
後
２
時
～
４

時

会
場
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
（
柏
駅
下
車
徒
歩

五
分
）
　
内
容
愛
唱
歌
・
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
　
費
用
無
料

覬

あ
じ
さ
い
合
唱
団

こ
刈
部

登
3
4
5
・

［
］
や

わ
ら

木

苑

大

バ

ザ

ー
ル

1
2月
５
日
日
午
前
1
1時
～
午
後
２

時
　
会
場
金
ヶ
作
自
治
会
館
（
常
盤

平
駅
下
車
徒
歩
三
分
）
　
内
容
バ
ザ

ー
（
冬
物
衣
類
・
日
用
雑
貨

・
本
・

が
ん
具
等
）

※
バ
ザ
ー
用
品
の
寄
贈
大
歓
迎

間
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
わ
ら
木

苑
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会

容
涯
・
0
2

1
3

寺
寺
島
文
化
会
館
の
催
し
物

①
隰
朋
子
・
Ａ
Ｂ
ｕ

Ｒ
Ａ
Ｅ
展
＝

1
2月
２
日
㈲
～

糒
日
火
②
石
井
瑞
穂

描
画
展
＝
1
2月
1
6日
㈲
～
2
6日
日

③

創
作
人
形
展
「
演
奏
会
」
＝
1
2月
２

日
困
～
１
月
1
8日
㈹
吝
午
前
９
時
～

午
後
９
時
（
土
・
日
曜
日
は
午
後
５

時
閉
館
）
④
裸
婦
デ
ッ
サ
ン
会
＝
1
2

月
2
1日
㈹
一
回
目
＝
午
前
ｍ

時
3
0分

～
午
後
１
時
、
二
回
目
＝
午
後
２
時

～
４
時
3
0分
　
会
場
寺
嶋
文
化
会
館

費
用

①
回
③
無
料
④
一
回
千
円

兩

④
は
直
接
ま
た
は
電
話
で
、
聯
寺

島
文
化
会
館

昔
０
４
ワ
ー

・
回

・
6

1
5
3
へ

［

］
夢

と

ぴ

あ

親

子

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル1
2月
1
1日

倒
～
1
2
日
日

〔
一
泊

二

日

〕
　

会
場

県
立

水
郷
小

見
川

少

年

自

然
の
家
（
香
取

郡
小
見
川

町
）
　
内

容
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
・
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
鑑

賞
ほ

か
　

対
象

小

・
中
学

生

と

そ
の

家

族
　

定

員
先

着
二

十
家

族

（
八

十
人

程
度
）
　
持

ち
物

寝
間
着

・

タ
オ
ル
な
ど
費
用
一
入
二
千
円
（
別

途

・
材

料
費

一
家

族
千

五

百
円
）

圃

電
話

で
県
立

水
郷
小

見
川

少
年

自

然
の
家

登
０

４
７

８

・
8
2
・
1
3
4

3
へ

［

］
エ

ン

ジ

ョ

イ

ー

ウ

ィ

ー

ク

エ

ン

ド‥
日
月
2
7

日

出

午

前
1
0

時

か

ら
　

会

場
県
立
手
賀
の
丘
少
年
目
然
の
家
（
沼

南

町

）
　

内

容

「

ま

ん

が

・

イ

ラ

ス

ト

教

室

」
「
プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

」
　

持

ち

物

筆

記

用

具
　

費

用

無

料

鬩

県

立

手

賀

の

丘

少

年

自

然

の

家

登

０

４

７

１

・
9
1

・
１
（
‥Ｍ
）ｎ
／
」（
‥べ‥）

◆県立現代産業科学館の催し物◆

「
」
ラ

ー
ラ

ー
マ

ン

ド

リ
ン

ク
ラ

ブ

「
ウ

イ

ン

タ

ー
コ

ン

サ

ー
ト

’
9
9」

1
2月
４
日
比
午
後
２
時
開
演
　
会

場
市
川
市
文
化
会
館
（
本
八
幡
駅
下

車
徒
歩
十
分
）
　
内
容
中
南
米
音
楽

特
集
、
ヨ
ハ
ン

ー
シ
ユ
ト
ラ
ウ
ス
皇

帝
円
舞
曲
ほ
か
　
費
用
無
料

鬩
根
本

音
3
6
3
・
４
ワ
２
７

日 時 内 容 対象/定員 費 用

12/ 5(日)・19(日)

午後1時30 分～2 時30 分

サンデーエ作教室

5(日ト プラスチックで

アクセサリーを作ろう

19⑧…ぽんぽん蒸気船

を作ろう

小学生吝20人

(当日先着)

保険料および

材料費

12/11 圉

午前10 時30 分～正午

身近なサイエンス教室

｢光のふし ぎをさぐ つて

みよう｣

小学4年生以上20 人

(要予約)

200 円

(保険料)

12/12 ⑧

午後1時～2時

サイエンスシネマ「小さ

な建築家ビーハ刊

150 人

(当日先着)
無　料

12/23R

午後1 時30 分～3時
クリスマス実験講座

60人

(当日先着)
無　料

12/230R

正午～午後1時
クリスマスコンサート

150 人

(当日先着)
無　料

12/24 銜・25圉

午後1時～3時

キッドシネマー科学に関

した映画を上映

120 人

(当日先着)
無 料

［
］
松

戸
シ

ニ

ア

初

心

者

テ

ニ

ス

学

校

二
期

生

募

集

毎
月
第
二
・
四
月
曜
日
午
前
８
時

～
８
時
5
0分
（
1
2月
1
3日
⑩
か
ら
一

年
間
）
　
会
場
Ｊ
Ｓ
Ｓ
テ
ニ
ス
ア
リ

ー
ナ

（
上
本
郷
駅
下
車
徒
歩
三
分
）

対
象
六
十
歳
以
上
の
健
康
な
人
　

定

員
先
着
十
八
人
　
費
用

一
回
五
百

円

圃
1
2
月
５
日
⑤

ま
で
に

、

電

話
で

松
戸

シ
ル

バ

ー

テ
ニ

ス
連
盟

事

務
局

・

藤
井

登
鰯

・
3
6
0
0

へ

惠電話またはファックスで県立現代産業科学館(本八幡駅下車徒歩 巧分)登3ﾜ9 一2005

幽3ﾜ9-2221 へ

柿
ノ

木

台

公

園

体

育

館

ト

レ

ー
ニ
ン

グ

機

器

操

作

講
習

会

1
2月
５
日
臼

・
1
9日
日
午
後
ら
時

～
ワ
時
、
1
2月
抱
日
日

・
2
6日
⑧
午

前
ｍ

時
～
正
午
　
会
場
柿
ノ
木
台
公

園
体
育
館
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
　
対
象

高
校
生
以
上
　
費
用
無
料

惠
当
日
開
始
時
間
ま
で
に
会
場
で

鬩
ス
ポ
ー
ツ
課
昔
3
6
3
・
9
2
4
1

［
］
グ

ラ

ウ

ン

ド

ゴ

ル

フ

教

室

‥囗
月
2
8日

⑤
午

前
９

時
～

正
午

〔
小

雨

決
行

〕
　

会

場

常

盤
平

第

一

小

学

校
校

庭
　

費
用

百
円
（
保
険

料
）

圃

当
日

会
場

で

醋

体
育

指
導

委
員

よ
（
戸

容
3
8
9
・
８

ス朮

ポ

ー

ツ

催
し
物

講
座
・
講
演

･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ | ･ ･ ･ ･ ･ I－ ■ - - - - - - ･ | ･ |

ワ
ー
プ
ロ
ー
パ
ソ
コ
ン
講
座

マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ

ュ
パ
ソ
コ
ン
講
座

高
齢

者
向
け

パ
ソ
コ
ン

講
座

［

］
講

演

会

「

ハ

ッ

ピ

ー

リ

タ

イ

ア

メ

ン

ト

を

目

指

し

て

」

1
1 月
2
7
日

出

午

後
１

時
3
0
分

～

４

時
　

会

場

船

橋

市

勤

労

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

①

定

年

退

職

「

あ

な

た

の

サ

ポ

ー

ト

シ

ス

テ

ム

は

大

丈

夫

」

②

素

敵

な

シ

ニ

ア

ラ

イ

フ

を

目

指

そ

う

対

象

中

高

年

の

人
　

定

員

当

日

先

着

四

十

八

入
　

費

用

五

百

円
（
資

料

代

）

勁

健

康

生

き

が

い

づ

く

リ

東

葛

会

容

4
7
・
2
6
・
（
‥／Ｅ）ｎｕ
り
Ｑ
り
厂ｎ
．）

０
　

４ 情報

チャンネ

ル

タイトル色刷りのものは市等の主催です



広報まつど 1999年(平成11年)11月25日

【
】
三

十
代

か

ら
の

女

性

の

為

の

健

康

づ

く

り

講
座

「
も

っ

と

カ

ル

シ

ウ

ム

を
と

ろ

う

」

1
2月
糒
日
㈹
午
前
1
0時
～
午
後
１

時
3
9分
　
会
場
小
金
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
　
内
容
講
話
お
よ
び
調
理
実
習

対
象
骨
粗
鬆
症
検
診
対
象
年
齢
の
人

（
十
八
～
三
十

九
歳
）
　

定
員
先
着

三
十
人
　
費
用
無
料

惠

電
話
で
小
金
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

昔
3
4
6
・
5
6
0
1

へ

［

］
骨

髄

バ

ン

ク

「

休

日

の

ド

ナ

ー

登

録

集

団

説

明

会

・

登

録

採

血

」1
2
月

５

日

日

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時
　

会

場

佐

倉

保

健

所

※
要

予

約

圜

千

葉

県

保

健

予

防

課

登

㈲

・

な

・

２

６

６

２

、

拊

骨

髄

移

植

推

進

財

団

容
０

１

２

０

・
４

４

厂｛－
｝
・
４

４

厂ｎ
）

【
】
高

齢
者

巡

回

介

護

教

室

1
2月
1
0日

㈹
午
後
１
時
～
５

時

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

①
講
演
「
痴
呆
性
老
人
の
介
護
に
つ

い
て
」
②
「
介
護
保
険
制
度
に
つ
い

て
」
③
介
護
実
技
「
ね
た
き
り
老
人

の
介
護
に
つ
い
て
」
　
講
師
①
松
山

学
園
松
山
福
祉
専
門
学
校
講
師

△
咼

山
紀
子
氏
②
介
護
保
険
準
備
室
長
③

マ
ー
シ
イ
ヒ
ル
職
員

．
定
員
先
着
五

十
人
　

費
用
無
料

惠
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
マ
ー
シ
イ
ヒ
ル
・

柴
田
（
昔
涯

・
8
7
8
7

囲
涯
・
6

8
1
1
）
へ

［

］
無

料

法

律

相

談

会

1
2月
1
1日
出

午

前
1
0
時
～
正

午
と

午

後
１

時
～
３

時
　

会

場
千

葉
県

弁

護

士
会

松
戸

会
館
（
松

戸
「

三
三
六

」

定

員
先

着
三

十
人
　

費
用
無

料

匣
1
2
月
１

日

水

午
前
９

時
か

ら

電
話

で
千

葉
県
弁

護
士

会
松
戸

支
部

公
3
6
6

1（
ｈ‥）（
ｈ‥）１
１

へ

「
」
リ

サ

イ

ク

ル

品

の

展

示

と

配

布

会ミ

ニ
リ

サ
イ

ク

ル

ブ

ラ

ザ
で

は

、

家

庭
か
ら

出
さ

れ

る
ご
み

の
中

か
ら

再
利

用

で
き

る
も
の

、
手

を
加

え

れ

ば
十

分

使
用

で
き

る
品

物
の
回

収

・

再

生

・
配
布

を
行

っ

て
い
ま

す

。

配
布
会

は

、
毎

月
第
四
日
曜
日
（
1
2

月
は
除

く

。
‥目
月

は
2
8日

）
午

前
９

時

～
午

後
２

時

、
抽

選
会

は

午
後
２

時
か
ら

で
す

。

※
不
用

に

な
っ
た

品
物

（
家

電
製

品

・
家
具

・
自

転
車

・
本

な
ど

）
が

あ
れ

ば
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

ご
自

宅
ま

で
取

り
に

伺
い
ま

す

。

懿
ミ

ニ
リ
サ

イ
ク
ル

プ
ラ
ザ

昔
3
6
8・

5
3
7
1
（
午

前
９

時
～

午

後
４

時

、

月

曜
休

館

）

［
］
成
人

の
特
別
入

学
者
選

抜
（
定

時

制

）
に

つ

い
て

中
学
を
卒
業
し
て
、
平
成
1
2年
３

月
3
1日
に
満
二
十
歳
に
達
し
て
い
る

成
人
者
が
対
象
で
、
五
科
目
（
国
語

・
理
科
・
社
会
・
数
学
・
英
語
）
の

試
験
を
免
除
し
て
、
面
接
と
作
文
に

よ
る
検
査
を
実
施
す
る
制
度
で
す
。

願
書
等
交
付
交
付
中
　
申
し
込
み

平
成
1
2年
２
月
ワ
日
㈲
～
９
日
㈲

検
査
日
平
成
1
2年
２
月
2
4日
㈲

会

場
県
立
東
葛
飾
高
等
学
校
（
柏
市
）

※
出
願
手
続
や
学
校
説
明
な
ど
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

問
県
立
東
葛
飾
高
等
学
校

登
０
４
７

１

・
4
3・
4
2
7
1

［
］
松

戸

市

書

道

展

覧

会

出

品

案

内
対
象

市
内

在
住

・
在

勤

・
在
学

の

十
六

歳
以
上

の
人
　

部
門

漢
字

・
か

な

・
近
代

詩
文

・
て

ん
刻

・
刻
字

・

そ

の
他
　

規
格
て

ん
刻
＝

三
十

惣
×

三
十
九

惣

、
刻

字

＝
百

芍
×

四
十

五

芍
以

内

・
そ
れ
以

外

＝
小

画
仙

紙
半

切
以

内
　

搬
入
２

月
1
2日

出

午
前
1
1

時

～

午

後
４

時

の

問

に

バ
ダ
に

文

化

ホ

ー
ル

ヘ
　

費

用

も

出

品

料

二
千

円

（
高

校

生

千
円

）

※
す
べ

て
の

部
門
に

つ

い
て
縦

横
自

由

。
作
品

は
未

発
表

の
も

の
で

、

表
装

、（
仮

巻
き

は
不

可
）
と

し

、

額

装
は

、
ひ

も
を
つ

け

る
こ

と

。

惣

社
会

教
育
課

市
民
文

化

係

昔
涯

・

［
］
東

松

戸

病

院
泌

尿

器

科

外

来

の

休

診

休
診
日
1
1月
3
0日
火

慧
市
立
東
松
戸
病
院
総
務
課
医
事
係

登
3
9
1
・
5
5
0
0

しい たけ栽 培 資材 の あっ せん を しま す

品目・価格原木（長さ90cm)  1 本330 円、種駒20 個

（原木1本分) 120 円、電動ドリル用替刃1本ﾜ00 円

※引き渡し日時､ 場所については１月中に通知します。

※電動ドリルの谺し出し（原木1本50 円）については、

当日現地で申し受けます。

圉12 月岬日銜までに、往復ハガ半に

希望品目・数量・住所・氏名・電話

番号を記入して、〒2ワド8588 松戸

市根本38ﾜ の5 松戸市役所農政課内

松戸市森林組合(S366-ﾜ328) へ

［
］
「
松

戸

市

常

盤

平

地
区

在

宅

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー
」

職

員

を

募

集職
種
保
健
婦
・
看
護
婦
（
士
）

勤
務
時
間
午
前
９
時
～
午
後
５
時

募
集
人
員
若
下
名

崋
電
話
で
常
盤
平
中
央
病
院
・
総
務

課
音
3
8
7
・
4
1
2
1

へ

（
平
日
の
勤

［
］
平

成
1
2年

度
千

葉

県

生

涯

大

学

校

学

生
募

集

募
集
期
間
平
成
1
2年
１

月
７
日
窗

ま
で
　
対
象
県
内
在
住
の
六
十
歳
以

上
の
人
で
学
習
の
成
果
を
地
域
活
動

で
役
立
て
る
な
ど
社
会
参
加
意
欲
の

あ
る
人
　
定
員
一
般
課
程
（
福
祉
科

・
生
活
科
・
園
芸
科
・
陶
芸
科
）千
百

八
十
人
（
浅
間
台
校
舎
分
＝
福
祉
科

七
十
人
、
生
活
科
三
十
人

、
園
芸
科

七
十
人
）
通
信
課
程
（
福
祉
生
活
科
）

五
百
人
　
費
用
無
料
（
実
習
費
等
の

負
担
あ
リ
）

※
入
学
案
内
を
市
な
が
い
き
課
ｙ

各
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
東
葛
飾

支
庁
社
会
福
祉
課
で
配
布
中

崑
千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局

昔
圓

・
2
6
6
・
4
7
0
5

21世紀の森と広場

パークセンター

催し物

摺]パークセンターO345-8900

期 間 内 容

展

不
12/ 5(日)まで

「街と水辺の花づくリ写真コンクール

入賞作品展」聯まつど街と水辺の緑化基金

12/25(13

午後2時～3 時

季節の見どころ歩き

案内役パークセンター職員

定員先着25人　費用無料　※雨天中止

圉当日パークセンターで

相
談

毎週水・土 一日曜日
と祝日､午前10時～

正午と午後IE持～3時
30 分

みどりの相談員による花や緑に関する相談

(電話でも受け付けます)

開館時間…午前9時～午後4時（月曜日は休館）

［
］
ケ

ア

ハ

ウ

ス

「

リ

バ

ー
サ

イ

ド

ヴ

ィ
ラ

」

ホ

ー
ム

ヘ

ル
パ

ー

（
非
常

勤

職

員

）

を
募

集

対
象
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ニ
級
以
上

の
資
格
を
持
つ
人
　
募
集
人
員
若
下

名巫

電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書
を
持
っ

て
直
接
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ヴ
ィ
ラ
・
二

階
堂
（
容
3
4
2
・
０
０
１
こ

へ

［

］
筑

波

大

学

附

属

盲

学

校

幼

児

・

児

童

を

募

集

対

象

視
覚
に

障
害

が
あ

る
幼
児

・

児
童
募
集
人
数
幼
稚
部
年
少
組
且

・
四
歳
児
）
＝
二
人

・
年
長
組
（
五
歳

児
）
＝
三
人
・
小
学
部
＝
第
一
学
年

盲

学
級

六
人

・
弱
視

学
級

＝
若

干
名

・
特
別

学
級
＝

若
干
名

、
各

学

年
転

入

盲
学

級
若

干
名

・
弱

視
学
級

＝
若

干
名

・
特
別
学
級

＝
若

干
名
　

出
願

期
間
1
2
月
６

日
㈲
～
ｍ

日

銜
　

入
学

選
考

平
成
1
2
年
１

月
2
5日

㈹

糸
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ

さ
い
。

懿

筑
波

大
学
附

属
盲

学
校
ヤ

小

学

部
0
3
・
３
９
４

３

・
5
4
2
2

附
0
3

３

９

４

３

・
5
4
1
0

［
］
冬

期

海

外

派

遣

事

業
参

加

者

を
募

集

実
施
日
①

②
年
末
年
始
③
２
月

対
象
①
小
学
五
年
生
以
上
②

⑤
十
八

歳
以
上
　

内
容

①
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

万

五
千
円

②
二

十
八

万
六
千

円

③
一

十
九

万
八
千

円

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

鬩

聯

国
際

青
少
年

研
修
協

会

登
0
3・

３

３
５
９

・
8
4
2
1

「

」
平

成

１２

年

度

国

立

館

山

海

員

学

校

生

徒

を

募

集

願
書

受
付

平
成
1
2
年
１

月
1
1
日
㈹

～
２

月
８

日
火

受

験

資
格
中

学

卒

業
生

（
卒
業

見
込

み
を

含
む

）
　

定

員
約

四
十
人
　

試

験
日

平
成
1
2
年
２

月
1
3日
日

試
験

地
千

葉
市

・
東

京

都
ほ
か

※
推

薦
入
学

制
度

あ
り
ま

す

（
受
け

付

け
は

、
平
成
1
2
年
１

月
1
1日
脚

～
1
9
日

㈲
）
。

※
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

鬩

国

立
館
山

海
員

学
校

教
務
課

昔
０

４
７

０

・
2
2
・
１

０
り１
（
‥／）

ピ
ー
ペ
ッ
ド
無
料

〔
ス
ポ
ー
ツ
・
楽
器
用
品
〕
ス
ト
レ

ッ
チ
器
具
千
円
◆
微
電
流
痩
身
器
具

五
千
円
◆
ス
牛
－

セ
ッ
ト
屆
作
五
百

円
・
1
4
0
碧
五
百
円
◆
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
そ
リ
無
料
◆
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア
上
下

男
性
用
Ｌ
サ
イ

ズ
千
円
・
上
下
女
性

用
Ｍ
サ
イ

ズ
千
円
・
ワ
ン
ピ
ー
ス
女

性
用
Ｍ
サ
イ
ズ
二
千
円
二
点
・
三
千

円

・
ス
牛
－

ウ
ェ
ア
男
性
用
1
6
0
作
用

四
千
五
百
円

・
女
性
用
ぶ
作
用
五
千

円
◆
登
山
靴
2
3作
無
料
◆
電
子
オ
ル

ガ
ン
無
料

〔
日

用
雑
貨
〕
バ
キ
ュ
ー
ム
付
き
ア

イ
ロ
ン
台
無
料
◆
照
明
用
電
気
の
傘

五
百
円
◆
木
製
こ
た
つ
板
無
料
◆
大

人
用
紙
お
む
つ
ｓ

／
Ｍ
二
十
七
枚
無

料
◆
子
ど
も
用
絵
本
六
十
巻
三
百
円

◆
子
ど
も
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
五
千

’円
◆
子
ど
も
用
エ
ナ
メ
ル
赤
い
靴
2
3

芍
千
円
◆
子
ど
も
用
黒
の
サ
ン
ダ
ル

2
2碧
五
百
円
◆
お
ふ

ろ
の
ふ
た
刃

作
ｘ

国
防
五
百
円
◆
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー

ン
（
品
番
３
ｓ
ｃ
ｍ

）
＝
千

円
◆
足

元

ク
ッ

シ
ョ
ン
ハ

百
円
◆

パ
ソ
コ

ン

台
（
刃

惣
×
6
4
惣
×
1
1
惣

）
千

円
◆

ゲ

ー
ム
収

納
箱

二
千

円
◆

ね
こ

用

ト
イ

レ

五

百
円
◆

ね
こ

用
爪
と

ぎ

五
百
円

◆

力
－

ペ

ッ

ト

四
・
五

畳

千

円
◆

リ

ク
ラ
イ

ニ
ン

グ
バ

ス
チ

ェ
ア

三
千

五

百
円
◆

英
会

話
教

材
カ

セ
ッ
ト

九
巻

教
材
付

き

五
百

円
◆

破

魔
矢

ガ
ラ

ス

ケ

ー
ス
付

き
二
千

円
◆

五

月
人

形

無

料
三

点
◆

日
本
人

形

ガ
ラ

ス
ケ
ー

ス

付
き

千
円
◆

人

形
用

ガ
ラ

ス
ケ

ー
ス

二
千

円
◆
ひ

な

人
形
七

段
飾

り

一
万

円
◆

都
市

ガ

ス
用

ス
ト

ー

ブ
ハ

千

円

◆
Ｆ

Ｆ
式

灯
油
ヒ

ー
タ
ー

無
料
◆

ス

ト

ー
ブ

ガ
ー
ド

五

百
円
二

点
◆
プ

ロ

パ
ン

用

ガ

ス
レ

ン
ジ

三
千

円
◆

都
市

ガ

ス
用

ガ

ス
レ

ン
ジ

三
千

円
◆

簡
易

ハ
ガ
キ
印
刷
機
五
千
円
◆
グ
ラ
ス
五

個

セ
ッ

ト
千

五
百

円
◆
円

形
ハ

ン

ガ

ー
千
円
◆

水
槽

無

料

惠
い‥
月
2
9日
㈲
〔
当
日

消
印
有

効
〕
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
（
品
物

一
点
に

つ

き

一
人

一
枚

）
　・
価

格

・

住
所

・
氏

名

・
電
話
番

号

（
昼
間
お

勤
め
の
人
は
勤
め
先
の
電
話
番
号

を
記
入
し
て
、
〒
劉
－
０
０
ワ
３
松

戸
市
小
根
本
七
の
八
京
葉
カ
ス
ト
松

戸
第
ニ
ヒ
ル
松
戸
市
消
費
生
活
課
消

費
生
活
係
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
初
め
に
抽
選
し

当
選
者
に
連
絡
し
ま
す
。
紹
介
後

は
自
主
交
渉
に
な
り
ま
す
。

○
次

回

掲

載
分

に
つ

い

て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
1
2月
２

日
㈲
ま
で
に

、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

（
一
人
三
点
ま
で
）
。
１

月
2
5日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
価
格
は

一
万
円
ま
で
で
、
衣
料
品
・
食
料
品

・
自
転
車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

圓

消
費
生
活

課
消
費
生
活
係

昃

万一

・
7
3
2
9

○
譲
り
ま
す

〔
家

具
〕
学
習

机
い

す
付
き

四
千
円

・

五
千
円

二
点

◆

二
段
ベ

ッ
ド

無
料
◆

シ
ン
ケ

ル

ベ
ッ

ド
四
千

円
◆

洗
面
化

粧
台

一
万
円

◆

食
器
棚

二
千

円
◆

応

接
テ

ー
ブ
ル

五
千

円
◆

座
卓

無
料
◆

整
理

た
ん

す
千

円
◆
食

卓
テ

ー

ブ
ル

無
料

〔
電

気

用

品

〕
こ

た

つ

千

円

二
点

◆

二
槽
式
洗
濯
機
無
料
◆
冷
風
扇
風
機

一
万

円
◆

ふ
ろ

水

保
温
浄

化
装

置

一

万
円

◆
ハ

ン
ド

ミ
キ

サ

ー
五
千

円
◆

小
型

シ

ュ
レ

ッ
ダ

ー
無
料
◆

ニ

ド
ア

冷

蔵
庫

三
千
円

◆

ラ
ジ
カ

セ
千

円
◆

ホ

ッ
ト

カ

ー
ペ

ッ
ト

三
畳

用
二
千

円

◆
コ

ー

ド
レ

ス
電

話
機
二
千

円

〔
子

供

用

品

〕

お

ん
ぶ

だ

っ
こ

ひ

も

五
百
円

・
千

円

二

千

円

二
点

◆

ポ

－

チ

だ
っ
こ
ひ

も
二
千
円

△
二
千

円

・
四
千
円
◆
Ａ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
三

千
円
・
四
千
円
◆
双
子
用
Ａ
型
ベ
ビ

ー
カ
ー
千
円
◆
Ａ
Ｂ
兼
用
ベ
ビ
ー
カ

ー
無
料
◆
マ
ザ
ー
ズ
バ
ッ
ク
千
円

・

二
千
五
百
円
◆
歩
行
器
無
料
・
千
五

百
円
・
二
千
円

△
二
千
円
◆
お
ま
る

五
百
円
・
千
五
百
円
◆
ベ
ビ
ー
ラ
ッ

ク
三
千
円
◆
ペ
ビ
ー
バ
ス
チ
ェ
ア
千

五
百
円
◆
ハ
イ
ア
ン
ド
ロ
ー
チ
ェ
ア

千
円

・
三
千
円
◆
口
上

フ
ッ
ク
三
千

円
◆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ
ン
ツ
七
百
円

◆
自
転
車
用
前
乗
せ
補
助
い
す
千
五

百
円
◆
ペ
ビ
ー
バ
ス
五
百
円
◆
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
四
千
円
◆
ベ
ビ
ー
ゲ

ー
ト
千
五
百
円
・
三
千
円
◆
ベ
ビ
ー

シ
ャ
ワ
ー
千
円
◆
調
乳
ポ
ッ
ト
三
千

円
◆
お
食
い
初
め
の
食
器
セ
ッ
ト
五

百
円
◆
キ
ャ
リ
ー
パ
ッ
ク
千
円
◆
べ

募
集
し
ま
す

お

知

ら

せ

健
康

ア
・
タ
ス
マ
ニ
ア
島

で
の
野
外
活
動
②
イ

ン
ド
ネ
シ
ア

ー
マ
ナ

ド
で
の
国
際
交
流
③

ア
メ
リ
カ

ー
サ
ウ
ス

ダ
コ
タ
で
の
国
際
交

流
　
費
用
①
三
十
六

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

使
え
る
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
〈



見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝

O384-5050

期 日 内　容（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

奈

ﾉし

12/ 4 圉 ダイエックス25周年感謝祭　　　☆ 1∠1二00 ダイエックス・近藤　0361-3000

5(日)レオポルド・フェデリコ楽団　　 ☆ 16 : 00 斜松戸市文化振興財団　S384-5050

12(日)
日本サクソフォーン協会　　　　 ☆
第19回サクソフォーンフェスティバル

13 : 00 日本サクソフォーン協会
o044 ―95卜311519 : 00

17 銜 ソニー・ﾀｰﾅ ―withザ・プラターズ☆ 18 二30 労音東葛センター　　 登36卜9911

19(日)松戸市民コンサート
「メサイア」演奏会　　　　　　　 ☆ 14 : 00 対手公戸市文化振興財団　O384-5050

23竕 松戸ブラスオルケスター
第12 回定期演奏会

13 : 30
松戸ブラスオルケスター・本山

公360-2169

25 ㈹ 東京バレエ劇場バレエ団公演
「ジゼル」　　　　　　　　　　 ☆ 14 二30 東京バレエ劇場　登03-3361-0958

小
ホ

｜ル

11/26R 五月女智恵ソプラノリサイタル　☆ 19 : 00 日本声楽家協会O03-3821- 引66

27(jt)みんなのコンサート（ピアノ発表会）
12 : 30

鈴木紀子　　　　　　 登34ﾜ-1808
15 : 45

28(日)
シリーズ「森のリサイタル」

神谷百子マリンバ・リサイタル　 ☆
14 : 00(M豺公戸市文化振興財団　登384-5050

12/12(1日)
日本サクソフォーン協会

サクソフォーン・クリニック　　　☆
13 : 30

日本サクソフォーン協会

公044-955-3115

18C±う 御木裕樹（和太鼓) Band 十上妻宏光
（津軽三味線）　　　　　　　　 ☆ 1ﾜ:30 Ｐ・○・Ｂ　　　　　　 登∠13卜1886

19(日)ピアノ発表会 13 : 00 林原洋子　　　　　　Q34& 〇ﾜ24

2紹
劇団天童ミュージカル

「I　LOVE　クリスマスキャロル」 ☆

1 1 :00
劇団天童　　　　　　　登38ワー8ﾜ16

15 : 00

25(二jう クリスマス・コン サート 10:30 新音楽教育研究会・石崎容ｙ ワー8880

市社会教育課昔366-7462

期閤 11/2脂卜12/9休） 12/10僭竃3竕 12/2贈卜1/ 6㈲

東
第5回日松会日本画展
圜 塚本c342 ―2054

むつみ会作品展
圜 北川音38ワー2ﾜ00

鈴木ヒロユキ楊枝画の世界
圜 鈴木O385-089ﾜ

西

徳川昭武写真コンテスト入賞

者作品展
圜商工観光課観光係Q366-ﾜ32ﾜ

シャドーボックスN.Y.Art
[固]中間公365-2329

21世紀の森と広場四季写真展
詣 梶原S388-2ﾜ48

昔384-8181

期 間 内 容

12/ 1伽～26（日）

午後1時15 分と3時15分から
上映（土･日曜日、祝日は午
前11時からも上映）

ハイビジョン映像「故宮　至宝が語る中華五千年 ／第4集　書聖誕
生一六朝」 ＜上映時間60分＞

1月：「エーゲ海　伝説と歴史の舞台」＜上映時間60分＞　会場講堂

観覧無料

12/12 ㈲まで

千駄堀土屋家寄贈資料展｢ 着物と夜具｣

内容千駄堀の土屋亮平(
リょうへい) 家より寄贈された明治から昭

和期にかけての着物や夜具など 、当時の生活や風俗を知るうえで貴

重な資料約500 点を公開します。
会場企画展示室　観覧無料

12/ 5(日)

午前11 時と午後2時から各1

時間

江戸時代旅装束試着体験毎月第1日曜日午後IE持・2時・3時・4時から各回男女各1人
極]電話で市立博物館試着体験係S384-82ﾜ2 へ

休館日月曜日（祝日は開館し 、翌日休館）・第4金曜日・年末年始(12/28 ～1/4)　 開館時間
午前9時30 分～午後5時（入館は午後4時30 分まで） 常設展観覧料一般300 円（240 円）･高大学生

150円（100 円）・小中学生100 円（60円）〔（　）内は団体料金/20人以上〕

※毎月第2・第4土曜日は小中学生の観覧は無料です。
ガイドツアー（常設展示解説）毎日午前10 時と午後2時から30 分間（参加者は観覧料が必要です）

救急医療体制

松戸市の市外局番は０４７です。

登368-1237

期 日 内 容　 （☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

11/28(日) 第31回松戸民謡協会　民謡民舞大会 10:00 松戸民謡協会　　　O388 ―1321

30 (刈 民謡集団21　民謡こんさあと　　　 ☆ 18:30 民謡集団21 ・佐々木　 登38卜8ﾜ15

12/ 3輿 平成11年度分　年末調整説明会 13:30 市・市民税課　　　　 登36ト ワ322

5(Eﾖ)第46回旭水流舞踊会 10 二00 旭水会　　　　　　 登344-6849

10 ㈲
田端義夫・こまどﾘ 姉妹ジョイントコンサー

ト「よみがえる煌めきのピックショー」 ☆

12:00
ワイド企画　　　　　25362-96ﾜ1

1ﾜ:30

11 ㈹
劇団飛行船マスクプレイミュージカルポ

ケット劇場「忍たま乱太郎」　　　　 ☆

1 1 :00
劇団飛行船　　 昔012C卜81-0530

13 : 40

2旅
KAWA 卜Instructors ・Concert

～聖夜ノオクリモy'99 ～　　　　　 ☆
16 : 30 カワイ柏音楽教室a04｢ｱ1 －6ワー2ﾜ49

※月曜日は休館

公368-0070

期日 内 容 開演時間 問い合わせ先

11/27C二幻 日本舞踊発表会 10 二30 長谷川加奈子　　　　　登36ワー83ﾜ2

12/ 疝 フルート＆ピアノコンサート 15 : 00崎谷直　　　　　　　　容3∠μ卜6ﾜ92

5(日) 千石正一氏講演会 13 : 30 博物館　　　　　　　　昔38∠1-8181

11 ㈹ ピアノ発表会 15:30 成川由理子　　　　　　登36卜348ﾜ

17 ㈲ ライブコンサート 16 : 30 浅野健一　　 登09(卜3908-2ﾜ96

1似 アルハンブラの想い出をひ＜会 13:00 吉敷則忠　　　　　 公363-5349

21 ㈹ 音楽の広場 13 : 30 教育委員会公民館　　　登368-1214

23 ㈲
ピアノ発表会 13 : 00 鵜飼留美子　　　　　　S342 ―9968

健康カラオケコンテスト 18 : 00 冨永くに子　　　　　　Q341-3623

※月曜日は休館

昔367-7810

期 間 内　 容 問い合わせ先

11/28(日〉まで

松戸女性洋画教室作品展 松戸女性洋画教室　　　　　　 登364-1645

凛の会洋画展 凛の会　　　　　　　　　 登388-0481

丹青会展 丹青会　　　　　　　　　　　　　Q363-4858

12/ 1吩～5( 日) 松戸地方特殊教育連盟合同作品展 教育委員会指導課　　　　　　 登366-ﾜ458

!2/ 勵卜12( 日) 麦の会洋画展 麦の会　　　　　　　　　　　 登34ﾜｰﾜ030

12/14ひ卜19( 日)
グループK 展 グループK　　　　　　　　　　昔38ワー5823

百和会水墨画展 百和会　　　　　　　　　　　Q362-36ﾜ2

12/21ひ卜26( 日) ラディカル絵画展 ラディカル　　　　　　　　　S369-5886

開館時間…午前10 時～午後6時　※月曜日は休館

戸定歴史館

葵紋蒔絵鋏箱

S362-2050

◆12 月18 日出～12 年2 月20 日(日)

通常展 松戸徳川家の調度品

松戸徳川家の本邸として使用されていた戸定邸

は、延べ床面積ﾜ28平方翫の規模を誇り、邸内には

22もの部屋が連なっています。　
びtうぷ

戸定邸内の生活を彩っていた屏風・掛軸・漆工

品などの調度品を展示します。

◆12 月５日(日)まで

古写真に探る幕末徳川の城

21=世紀の森と広場パークセンター催し物は7面をご覧ください

相談 名 期 日 時 間 会 場 圖 相談 名 期 日 時 間 会 場 圖

市政･一般
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談室 嫋

裂ぽUj

白9

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ 蚪

H

庶 方
齟

366局
一松縁

７ 局

6(月) 馬 橋支所交通事故 午前9時～午後5時
7(火) 六実支所

法律相談

(予約制)

月･火･木曜日 午後1時～5時

市
役
所
相
談
コ
ｌ
ナｌ

7(火) 小 金支所
第1月曜日 午前9時～正午

1冰） 常盤平支所
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時 1冰） 新松戸市民センター

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 2困 小金原市民センター

行政相談 第2・第4 月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(登363-6278) でも行っています。

不動産相談 水曜日 午後1時～5時 心

配

ごと

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ

社ｊ

ヅ

２

6(月) 馬 橋支所外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午
7(火) 六実支所

住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課
7(火) 小 金支所

労働相談 第1・第3月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係
1冰)・15冰) 常盤平支所

※顫動相談は東葛飾支庁商工労政課(0361-4089) でも行っています。 1冰)・15&) 新松戸市民ｾﾝﾀ･-

巡

回

年

金

相

談

3(金)

午前10時～午後3時

常盤平支所 凵

N

㈹

民･ 係
似

へ２

2困・16C*} 小金原市ｾﾝﾀｰ

7(火) 小 金 支 所 痴ほう 介護相談 24(金) 午後1時～3時 社会福祉協議会

10(金) 小金原支所
ゆ う ま つ ど

ここ ろの相 談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女 性 セ ン タ ー

（ 相 談 室 直 通 ）

登363-0505

第2～第4木曜日14(火) 馬 橋 支 所
第1木曜日 午後2時～8時

17(金) 六 実 支 所
女性 就業相 談 火･金曜日 午前10時～午後4時

21(火) 新松戸支所
パ ー ト 労 働
悩みご と 相談

7(火)
午後1時30分～

午後4時30分
女 性 セ ン タ ー

S364-877824(金) 矢 切 支 所

27(月) 東 部 支 所 就 学相談( 予約制)
月～金曜日

午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分

教育研究所(相談専用)

S366-7600消費生

活相談

月～金曜日 午前9時～午後4時
消費生活センター
S365-6565

教育 相談( 予約制)

青 少年相談( 電話)
月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分

少 年 セ ン タ ー

S363-7867
子育て相談 月～金曜日 午前8時30分～午後5時

北松戸保育所A367-4646

六高台保育園0394-5590 青 少年相談( 来所)

〔予 約制〕
午前9時～午後5時

少 年 セ ン タ ー
Q366-7464※住宅課Q366-7366 、商工観光課登366-7327

◆テレホン案内サービス　 、

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

S366 ―0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　登368-3756
衛生会館内　毎日午後8時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所
0365-3430

衛生会館内　午後８時～11時

○お気軽にご相談＜ださい１２月の相談あんない○相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。

博物館　　韲　　
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